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IUHW 57G I n f o r m a t i o n

国
際
医
療
福
祉
大
学
学
長
　
谷
　
修
一

本
学
は
、
二
学
部
八
学
科
を
擁
す
る

医
療
と
福
祉
の
総
合
大
学
と
し
て
、
全

学
科
を
同
一
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
配
置
し
、

病
気
や
障
害
を
持
つ
人
も
健
常
な
人
も
、

お
互
い
を
認
め
あ
う
「
共
に
生
き
る
社

会
」
の
実
現
を
、
建
学
以
来
の
教
育
理

念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
の

健
康
、
医
療
、
福
祉
を
担
う
こ
と
が
で

き
、
広
い
視
野
を
持
つ
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
こ
そ
本
学
の
夢
で
あ
り
目
標
で

す
。新

設
す
る
薬
学
部
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
薬
学
教
育
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の

下
で
、
教
育
と
実
習
の
密
接
な
連
携
を

行
い
、
医
療
福
祉
分
野
で
の
科
学
技
術

の
高
度
化
や
専
門
化
に
対
応
で
き
る
、

質
的
・
技
術
的
に
高
い
レ
ベ
ル
を
持
っ

た
薬
剤
師
の
教
育
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

科
学
技
術
の
高
度
化
や

専
門
化
に
対
応
で
き
る
、

質
的
・
技
術
的
に

高
い
レ
ベ
ル
を
持
っ
た

薬
剤
師
の
教
育
を
め
ざ
し
て

３つの系 

医療薬科学  創薬科学 環境・社会薬学 

ゲノム創薬科学 
応用分子生物学 

薬をつくる・そだてる 
ＣＲＣ実践論 
臨床試験管理学 
製剤設計学 
医薬品開発論 

他 

臨床薬物動態学 
臨床薬剤学 
臨床医学概論 
東洋医学概論 
医療薬学 
薬物治療学 
薬理学 
他 

環境薬学 
一般用医薬品概論 
医薬品管理学 
薬局経営論 
薬の流通論 
ＭＲ実践論 
医療経済学 
医薬品の情報学 

 他 

人
間
性
、社
会
性
、国

際性豊
かな薬剤

師

・患者の心の痛みのわか
る薬剤師 
・コミュニケーション力
の豊かな薬剤師 
・国際的視野を持った薬
剤師 
 

医

療
人と
しての薬剤師

・患者本位の医療に貢献
する薬剤師 

・チーム医療の一環とし
て医師、コメディカル
スタッフ等と連携でき
る薬剤師 

・調剤薬局の経営を担う
薬剤師 

 

21

世紀
の創薬への貢

献

・バイオテクノロジーを
基盤とした新規医薬品
の創製に貢献できる人
材の育成 

・臨床試験コーディネー
ターの養成 

・専門性豊かな医薬情報
担当者（ＭＲ）の養成 

 

高
度医
療への貢献

・高度な薬の知識、調剤
・製剤技術を有する薬
剤師 

・高度な医薬品情報を活
用し、医療の安全に貢
献できる薬剤師 

 

地
域医
療への貢献

・地域医療を支える薬剤師 
・患者から信頼される「か
かりつけ薬剤師」 

・在宅医療、介護、地域福
祉に貢献する薬剤師 

 

●従来にはなかった多くの新設科目（青字）を予定しています。 

●時代が求める、新しいタイプの薬剤師の育成をめざします。 

●薬剤師国家資格取得に加え、卒業進路に合せた実践に役立つ科目の選択ができます。卒業後、実践に役立つ科目が在学中に学べます。 
製薬企業の創薬・開発担当者，製薬企業のＭＲ，調剤薬局の管理・経営者，病院薬剤師，治験コーディネーター  他 

※設置認可申請中のため募集要項の配布は、11月下旬からになる予定です。詳細は本学ホームページをご覧下さい。
入試についてのお問い合わせは、入試センター入試課まで。 TEL 0287-24-3200  FAX 0287-24-3199 http://www.iuhw.ac.jp  E-Mail : nyushi@iuhw.ac.jp

※オープンキャンパスで、薬学部就
任予定教員による「模擬授業」を開
催致します。詳細は16ページの「短
信」欄をご覧下さい。

薬学部棟（平成17年２月完成予定）

際
医
療
福
祉
大
学
は
、

国
際
性
豊
か
な

新
時
代
の
薬
剤
師
の

養
成
を
め
ざ
し
て

平
成
17
年
４
月
、

栃
木
県
大
田
原
市
の

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

薬
学
部
を
開
設
予
定
で
す
。

際
医
療
福
祉
大
学
は
、平
成
17
年
４
月
、

創
立
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

10
周
年
を
記
念
し
て
、

武
道
場
・
弓
道
場
・
レ
ス
ト
ラ
ン
を
備
え
た

多
目
的
施
設
が
、平
成
17
年
３
月
に
完
成
し
ま
す
。

国

国
体育館に隣接して建
設中の新施設（平成
16年３月完成予定）

三
　
応
募
方
法

本
誌
十
一
ペ
ー
ジ
の
「
応
募
用
紙
」
を
コ
ピ
ー
す
る
か
、
ま
た

は
切
り
取
っ
て
、

①
施
設
の
名
称

②
そ
の
名
称
を
選
ん
だ
理
由

③
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
（
本
学
学
生
の
場
合
は
、
学
科
・
学
年

も
）
を
記
入
し
て
、
学
生
課
宛
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
の
ご
応
募
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

※
学
生
の
方
は
、
応
募
用
紙
を
学
生
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
学
生
課
窓
口
「
応
募
箱
」
へ
。

※
応
募
用
紙
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.iuhw

.ac.jp/topics/budoukankoubo.htm
l

四
　
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
２
４
―
８
５
０
１

栃
木
県
大
田
原
市
北
金
丸
二
六
〇
〇
―
一

国
際
医
療
福
祉
大
学
学
生
課

電
　
話：

〇
二
八
七
（
二
四
）
三
〇
〇
三

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
二
八
七
（
二
四
）
三
一
四
〇

五
　
賞
品：

図
書
カ
ー
ド
（
五
万
円
分
）

（
学
生
課
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
は
、
平
成
十
七
年
四
月
、
創
立
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。

十
周
年
を
記
念
し
、
現
在
の
体
育
館
に
隣
接
し
て
、
新
し
い
施
設

を
建
設
中
で
す
。

新
施
設
の
一
階
は
空
手
・
剣
道
・
合
気
道
・
少
林
寺
拳
法
・
柔
道

な
ど
の
「
武
道
場
」、
二
階
は
「
レ
ス
ト
ラ
ン
」、
三
階
は
「
弓
道

場
」
で
す
。
武
道
場
・
弓
道
場
と
も
に
、
練
習
だ
け
で
な
く
公
式
試

合
に
も
使
え
る
本
格
的
な
も
の
で
す
。

来
年
三
月
に
完
成
予
定
の
、
こ
の
多
目
的
施
設
に
、
親
し
み
や
す

い
名
前
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

左
記
の
要
項
に
従
っ
て
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◇

【
応
募
要
項
】

一
　
応
募
資
格

一
般
・
本
学
学
生
・
教
職
員
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

二
　
応
募
締
切
り
　
平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日

1988（昭和63）年4月 ―――――
本学の設立に向けて、調査活動開始
1989（平成元）年4月 ―――――
「国際医療福祉大学設立構想委員
会」発足
1991（平成3）年9月――――――
第1回設立準備委員会開催
1992（平成4）年12月 ―――――
文部省の許可により「財団法人国際
医療福祉大学設立準備財団」設立
1993（平成5）年7月――――――
学校法人の寄付行為認可申請なら
びに大学設置認可申請（1次）
1994（平成6）年12月 ―――――
文部省により「学校法人国際医療
福祉大学」ならびに「国際医療福祉
大学」設置認可
1995（平成7）年1月――――――
保健学部校舎等竣工
1995（平成7）年4月――――――
国際医療福祉大学開学・保健学部
開設
1997（平成9）年1月――――――
医療福祉学部校舎竣工
1997（平成9）年2月――――――
国際医療福祉大学クリニック（健康
管理センターおよび言語聴覚センタ
ー）竣工
1997（平成9）年4月――――――
医療福祉学部開設
1998（平成10）年4月 ―――――
「通信・放送機構（TAO）那須遠隔リ
ハビリリサーチセンター」開設
1998（平成10）年6月 ―――――
大学院設置認可申請
1998（平成10）年12月―――――
文部省により国際医療福祉大学大
学院設置認可
1999（平成11）年4月 ―――――
国際医療福祉大学大学院医療福
祉学研究科保健医療学専攻（修士
課程）開設
2000（平成12）年4月 ―――――
大学院棟（L棟）竣工
2001（平成13）年4月 ―――――
大学院保健医療学専攻（博士後期
課程）および医療福祉経営専攻（修
士課程）開設
2001（平成13）年12月―――――
視機能療法学科、医療福祉学科介
護福祉士コース校舎（M棟）竣工
2002（平成14）年4月 ―――――
保健学部視機能療法学科および医
療福祉学部医療福祉学科介護福
祉士コース開設
2002（平成14）年７月 ―――――
国際医療福祉大学附属熱海病院
開設
2004（平成16）年6月 ―――――
薬学部設置認可申請（平成17年4
月開設予定）
2004（平成16）年7月 ―――――
リハビリテーション学部設置申請（平
成17年4月福岡県大川市に開設予
定）

2005（平成17）年4月 ―――――
創立10周年

本 学 沿 革

こ
の
新
し
く
建
設
さ
れ
る
施
設
に
、

親
し
み
や
す
い
名
前
を
付
け
て
く
だ
さ
い



研
修
活
動
は
八
年
前
の
ベ
ト
ナ
ム
で
の
活
動

か
ら
始
ま
り
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
単
位
認
定
科

目
「
海
外
保
健
福
祉
事
情
」
と
な
り
、
研
修
国

も
四
カ
国
と
な
っ
た
。
昨
年
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
影

響
で
派
遣
が
三
カ
国
と
な
っ
た
が
、
本
年
は
四

カ
国
へ
、
二
〜
四
年
・
六
学
科
か
ら
四
七
名
の

学
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。

国
に
よ
り
活
動
内
容
は
異
な
る
が
、
主
に
、

ベ
ト
ナ
ム
で
は
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
中
国
で
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研

究
セ
ン
タ
ー
の
助
け
に
よ
り
学
科
別
研
修
、
ア

メ
リ
カ
で
は
医
療
・
保
険
制
度
の
講
義
と
医
療

施
設
の
見
学
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
一
週
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
含
み
、

英
語
の
学
習
、
福
祉
制
度
・
高
齢
者
ケ
ア
の
講

義
と
医
療
施
設
の
見
学
な
ど
で
あ
る
。

現
地
の
方
々
と
の
交
流
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
難
し
さ
と
重
要
さ
、
文
化
の
違
い
、
歴

史
の
重
み
等
々
、
若
者
が
実
際
に
感
じ
た
こ
と

を
今
後
の
勉
強
に
生
か
し
て
、
さ
ら
に
飛
躍
し

て
ほ
し
い
。

な
お
、
風
花
祭
企
画
「
国
際
Ｄ
Ａ
Ｙ
」（
十
月

十
七
日
午
前
）
に
、
研
修
・
活
動
報
告
を
行
う
。

（
６
ペ
ー
ジ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
掲
載
）

（
国
際
交
流
委
員
会
・
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー

田
中
美
子
）

ベ
ト
ナ
ム

ベ
ト
ナ
ム
研
修
に
参
加
し
て

研
修
は
見
る
も
の
す
べ
て
が
貴
重
な
も
の
で
、

日
本
と
は
違
っ
た
医
療
現
場
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
研
修
先
の
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
は
日

本
と
の
交
友
病
院
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
日
本

語
を
話
せ
る
ス
タ
ッ
フ
が
多
い
こ
と
に
驚
い
た
。

そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
は
好
奇
心
旺
盛
で
、

私
た
ち
の
感
じ
た
こ
と
を
聞
き
た
が
っ
て
い
た
。

病
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
人
柄
が
よ
く
、
い
つ
も
笑

顔
で
対
応
し
て
く
れ
「
何
が
や
り
た
い
？
」
と

私
た
ち
の
意
見
も
聞
き
入
れ
て
く
れ
た
。
今
回

私
た
ち
は
Ｐ
Ｔ
ル
ー
ム
、
小
児
脳
神
経
外
科
病

棟
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
三
つ
の
病
棟
を
実
習
さ
せ
て
頂

き
、
ど
の
病
棟
に
お
い
て
も
大
変
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
頂
い
た
。
ま
た
、
実
際
に
患
者
さ
ん

と
接
す
る
こ
と
で
、
表
情
や
身
振
り
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
。

こ
の
二
週
間
で
得
た
も
の
を
今
後
の
勉
強
に
役

立
て
て
い
き
た
い
。
今
後
私
た
ち
が
専
門
職
と

し
て
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
再
び
ベ
ト

ナ
ム
を
訪
れ
た
い
と
思
う
。

（
医
療
福
祉
学
科
三
年
樫
村
歩
、

言
語
聴
覚
学
科
三
年
中
村
江
里
）

▼
ベ
ト
ナ
ム
研
修
を
終
え
て

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
約
三
十
年
が
過
ぎ
て
、
ド

イ
モ
イ
政
策
の
も
と
ベ
ト
ナ
ム
は
ま
さ
に
発
展

途
上
に
あ
り
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
は
そ
の
中
心
的

商
業
都
市
と
し
て
無
数
の
オ
ー
ト
バ
イ
の
、
一

見
無
秩
序
に
見
え
る
混
雑
と
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
や

エ
ン
ジ
ン
の
喧
騒
に
包
ま
れ
て
い
た
。

学
生
た
ち
は
、
病
院
の
脳
神
経
外
科
病
棟
、

脳
神
経
外
科
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

ル
ー
ム
に
お
け
る
研
修
、
お
よ
び
メ
コ
ン
デ
ル

タ
に
あ
る
地
方
病
院
と
市
内
中
心
部
に
あ
る
小

児
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を

通
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
医
療
シ
ス
テ
ム
や
そ
の

4IUHW 2004.9.30

現
状
を
わ
ず
か
な
が
ら
も
理
解
で
き
た
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
辞
書
を
片
手
に
身
振
り
手
振
り
で

ス
タ
ッ
フ
や
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
と
交
流
し

た
こ
と
や
、
通
り
の
両
側
に
立
ち
並
ぶ
小
さ
い

商
店
や
食
堂
を
垣
間
見
た
こ
と
で
、
ベ
ト
ナ
ム

の
人
々
の
日
常
生
活
や
価
値
観
を
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
研
修
期
間
中
に
経
験
し

た
す
べ
て
の
こ
と
が
今
後
の
彼
ら
に
と
っ
て
大

き
な
財
産
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
日
常

業
務
が
忙
し
い
中
、
本
研
修
の
た
め
に
ご
尽
力

く
だ
さ
っ
た
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
心
か
ら

感
謝
す
る
。

（
引
率
教
員：

放
射
線
・
情
報
科
学
科
講
師

冨
沢
比
呂
之
）

中
国

中
国
研
修
を
終
え
て

中
国
の
首
都
、
北
京
で
私
た
ち
九
人
の
研
修

が
始
ま
っ
た
。

研
修
の
特
徴
は
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

技
術
の
最
先
端
で
あ
る
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
で
、
実
習
を
行
う
こ
と
だ
。

実
習
で
私
た
ち
は
、
Ｎ
Ｓ
・
Ｏ
Ｔ
・
Ｓ
Ｔ
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
現
場
を
実
際
に
見
学
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
臨
床
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
貴
重
な
経
験
は
将
来
専
門
職
に
就
く
私
た

ち
に
と
っ
て
、
必
ず
役
立
つ
も
の
だ
と
確
信
し

た
。ま

た
週
末
に
は
、
中
国
四
千
年
の
歴
史
に
触

れ
た
。
私
た
ち
が
訪
れ
た
万
里
の
長
城
は
、
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
と
並
ぶ
、
宇
宙
か

ら
見
え
る
世
界
で
三
つ
だ
け
の
建
造
物
で
あ
る
。

観
光
地
ま
で
の
道
の
り
で
は
、
日
常
の
風
景
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
食
事
も
中
華
三
昧

で
、
至
福
の
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
体
験
が
で
き
た
の

は
、
一
重
に
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
中
国
側

の
大
勢
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
る
。

太
謝
謝

タ
イ
シ
エ
シ
エ

悠ニ
ン

了ロ

！
（
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。）
そ
し
て
十
人
全
員
の
無
事
の
帰
国
に

干
杯
ガ
ン
ペ
イ

！
（
乾
杯
）

（
作
業
療
法
学
科
二
年
三
浦
亜
希
）

▼
二
〇
〇
四
年
度
海
外
研
修
（
中
国
・
北
京
）
報
告

第
六
回
を
迎
え
た
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
本
研
修
は
、
他
の

海
外
研
修
同
様
に
す
べ
て
の
日
程
・
研
修
内
容

を
無
事
か
つ
成
功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。
こ
こ

に
報
告
と
共
に
関
係
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

本
研
修
グ
ル
ー
プ
の
構
成
は
Ｎ
Ｓ
一
名
、
Ｏ

Ｔ
五
名
、
Ｓ
Ｔ
三
名
の
計
九
名
で
し
た
が
、
セ

ン
タ
ー
内
研
修
お
よ
び
視
察
研
修
等
を
通
じ
、

学
科
を
越
え
た
そ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
臨
床
場
面
で

の
疑
問
解
決
や
、
体
調
を
崩
し
た
際
の
助
け
合

い
を
生
み
出
し
、
充
実
し
た
研
修
を
支
え
ま
し

た
。ま

た
臨
床
実
習
の
過
程
か
ら
生
ま
れ
る
友
好

関
係
は
、
両
国
の
文
化
や
言
葉
の
違
い
を
越
え

て
、
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
職
の
専
門
性
の
大
切
さ

と
市
民
生
活
に
果
た
す
役
割
を
学
ぶ
こ
と
に
役

立
ち
ま
し
た
。

最
後
に
研
修
中
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
派
遣
で

滞
在
し
て
お
ら
れ
た
藤
沢
、
菅
原
両
先
生
か
ら

の
資
料
提
供
と
ア
ド
バ
イ
ス
に
、
心
よ
り
感
謝

致
し
ま
す
。

(

引
率
教
員：

医
療
福
祉
学
科
講
師
浅
香
勉)

ア
メ
リ
カ

ア
メ
リ
カ
研
修
に
参
加
し
て

患
者
さ
ん
と
の
か
か
わ
り
を
第
一
に
す
る
看

護
の
在
り
方
に
と
て
も
共
感
し
、
実
際
に
ア
メ

リ
カ
の
医
療
現
場
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
、

今
回
の
研
修
に
参
加
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
医
療

制
度
に
つ
い
て
の
授
業
や
、
病
院
、
施
設
訪
問

等
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
も
印
象
深
い
の
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
住
民
た
ち
の
自

己
責
任
や
自
立
意
識
が
強
く
、
自
分
た
ち
の
地

域
社
会
を
良
く
し
て
い
く
た
め
病
院
に
寄
付
し

た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
マ
ン
パ
ワ
ー
を

提
供
す
る
こ
と
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

医
療
従
事
者
だ
け
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が

医
療
に
対
し
て
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
る
点
が

素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
。
患
者
さ
ん
の
立
場
に

立
ち
、
同
じ
目
線
で
物
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、

自
然
に
自
分
に
は
何
が
で
き
る
か
が
理
解
で
き

る
と
思
う
。

今
回
の
ア
メ
リ
カ
研
修
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
は
、
こ
れ
か
ら
理
学
療
法
士
と
し
て
臨
床
の

場
に
立
つ
上
で
、
貴
重
な
財
産
に
な
る
こ
と
と

思
う
。

（
理
学
療
法
学
科
二
年
深
澤
茉
莉
子
）

▼
Ｕ
Ｓ
Ａ
海
外
研
修
報
告

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
空
港
の
優
雅
な
女
性
乗
務
員

に
機
内
に
導
か
れ
て
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
海
外
研
修
は
開

始
さ
れ
た
。
米
国
に
到
着
後
は
、
テ
ロ
の
問
題

で
入
国
審
査
が
厳
し
く
、
平
和
な
日
本
と
の
差

を
感
じ
た
。
空
港
に
待
機
し
て
い
た
車
で
、
ま

ず
着
い
た
の
は
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
の
海
岸
で
あ
る
。

裸
足
で
砂
浜
を
歩
き
、
皆
時
差
ぼ
け
は
な
い
元

気
な
様
子
で
安
心
し
た
。
宿
泊
モ
ー
テ
ル
の
環

境
は
研
修
教
室
に
徒
歩
で
移
動
可
能
で
あ
る
点
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参加者一覧
●ベトナム
芦川美穂 NS2年
野口都子 NS2年
谷貝麻衣子 NS2年
高瀬寛子 NS2年
池 千紘 NS3年
古村結子 NS3年
藤山裕晃 PT2年
志賀温子 ST3年
田中未来子 ST3年
中村江里 ST3年＊
大野智也 HS2年
樫村 歩 HS3年＊
山口優子 PT2年
引率教員：冨沢比呂之
（放射線・情報科学科講師）＊
●中 国
山田美保 NS3年
平田藍子 OT2年
古舘亜矢子 OT2年
松田由紀子 OT2年
三浦亜希 OT2年＊
野村美生 OT3年
赤坂理恵子 ST3年
妹尾貴三子 ST3年
矢野良子 ST3年
引率教員：浅香 勉
（医療福祉学科講師）＊
●アメリカ
氏家暁子 NS2年
奥出知子 NS2年
小峯なつみ NS2年
中山朋美 NS2年
西村友恵 NS2年
野堀祥子 NS2年
松沢朋美 NS2年
河上佳子 NS4年
早野真理 NS4年
深澤茉莉子 PT2年＊
引率教員：金 升子
（看護学科助教授）＊
●オーストラリア
伊藤 潤 NS2年
田中優美 NS2年
早川小百合 NS2年
渡辺真理 NS2年
安原聡美 NS4年
近藤晃義 PT2年
宮島達也 PT2年
服部律子 OT2年
河原加奈 ST3年
水上 優 ST3年
渡邊千紘 ST3年
平野絵美 ST3年
小山由香 ORT3年
菅野未紀 ORT3年
神藤謙吾 ORT3年＊
引率教員：三柴恵美子
（視機能療法学科講師）＊

＊ 本欄寄稿者

学
生
た
ち
が
体
験
し
た
、

海
外
保
健
福
祉
事
情
／
海
外
研
修
・
活
動
報
告

ベトナム：チョーライ病院前。アオザイを着て

中
国：

天
安
門
前
広
場
に
て

―
ベ
ト
ナ
ム・
中
国
・
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

特集
IUHW feature articles

IUHW feature articles

アメリカ：ナーシングホームにて
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【
問
合
せ
先
】

国
際
医
療
福
祉
大
学
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
言
語
聴

覚
セ
ン
タ
ー
（
木
暮
・
内
海
・
落
合
）

電
　
話：

〇
二
八
七
―
二
四
―
一
一
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
二
八
七
―
二
四
―
一
〇
〇
三

六
月
十
九
日
（
土
）、
笹
沼
澄
子
教
授
の
最
終

講
義
が
Ｆ
一
〇
一
教
室
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

当
日
は
在
校
生
だ
け
で
な
く
卒
業
生
も
多
数
駆

け
つ
け
、
笹
沼
先
生
の
講
義
を
皆
真
剣
な
眼
差

し
で
熱
心
に
聴
い
て
い
た
。

講
義
は
「
概
観
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

障
害
を
〝
み
る
〞
と
い
う
こ
と
か
ら
」、「
言
語

聴
覚
士
と
は
」
の
三
つ
の
パ
ー
ト
に
分
け
て
進

め
ら
れ
た
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
を
〝
み
る
〞
と

い
う
こ
と
か
ら
」
で
は
、
読
む
こ
と
に
関
す
る

障
害
で
あ
る
「
失
読
」
に
つ
い
て
症
状
や
そ
の

発
生
機
序
仮
説
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
のR

ev
iew

な
ど
が
具
体
的
に
示
さ
れ
、
学
生
に
と
っ
て
、

大
変
理
解
し
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。
最
後
に

笹
沼
先
生
よ
り
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
、
学

生
は
皆
、
言
語
聴
覚
士
に
な
る
こ
と
へ
の
意
識

が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
よ
う
だ
。

講
義
後
は
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
会
場
を
移
し
、

懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。
懇
親
会
で
は
常
に
大
勢

の
学
生
が
笹
沼
先
生
を
囲
み
学
術
的
な
お
話
の

ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
に
花
を
咲
か
せ
て
い

た
。
学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
、
笹
沼
先
生
と
ゆ

っ
く
り
と
お
話
を
し
た
り
、
記
念
写
真
を
撮
っ

た
り
と
、
楽
し
い
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た

と
と
も
に
、
良
い
刺
激
を
受
け
た
よ
う
だ
。

笹
沼
先
生
に
師
事
し
た
学
生
は
、
今
後
ま
す

ま
す
全
国
で
活
躍
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

（
言
語
聴
覚
学
科
助
手
伊
藤
智
彰
）

今
年
度
の
言
語
聴
覚
学
科
卒
後
研
修
会
で
は
、

「
摂
食
・
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る

言
語
聴
覚
士
の
役
割
―
何
を
す
べ
き
か
、
何
が

で
き
る
か
―
」
と
い
う
演
題
で
、
伊
藤
元
信
前

学
科
長
（
現
常
務
理
事
）
に
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。十

数
年
前
ま
で
は
、
摂
食
・
嚥
下
に
困
難
を

来
す
方
々
に
対
し
て
専
門
的
な
立
場
か
ら
言
語

聴
覚
士
が
か
か
わ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
摂
食
・
嚥
下
障
害
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
（
言
語
障
害
や
発
声
発
話
障

害
）
を
併
発
す
る
こ
と
も
多
い
た
め
か
、
今
や

言
語
聴
覚
士
の
臨
床
業
務
と
し
て
定
着
し
て
い

る
。
一
方
で
摂
食
・
嚥
下
は
肺
炎
や
窒
息
な
ど

の
生
命
に
か
か
わ
る
リ
ス
ク
を
伴
う
た
め
に
敬

遠
さ
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
が
、

本
学
科
の
卒
業
生
た
ち
は
意
欲
的
に
取
り
組
み
、

伊
藤
先
生
の
講
演
も
食
い
入
る
よ
う
に
し
て
聴

い
て
い
た
。

先
生
は
摂
食
障
害
と
嚥
下
障
害
の
違
い
、
そ

し
て
嚥
下
機
能
に
関
す
る
評
価
・
診
断
方
法
お

よ
び
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て

映
像
を
供
覧
し
な
が
ら
丁
寧
か
つ
歯
切
れ
よ
く

講
演
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
映
像
の
中
で
は
米
国

のS
p
eech

-L
an
g
u
ag
e
P
ath
olog

ist

（
日

本
の
言
わ
ば
言
語
聴
覚
士
）
が
自
ら
Ｘ
線
透
視

装
置
や
ビ
デ
オ
内
視
鏡
で
嚥
下
運
動
を
観
察
し
、

嚥
下
の
病
態
や
誤
嚥
の
程
度
を
評
価
し
て
い
る

場
面
が
あ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
は
言
語
聴
覚

士
が
こ
れ
ら
の
機
器
を
扱
う
こ
と
は
法
的
に
認

可
さ
れ
て
い
な
い
。
伊
藤
先
生
は
、「
最
新
の
機

器
を
用
い
て
評
価
・
診
断
す
る
こ
と
も
必
要
だ

が
、
言
語
聴
覚
士
の
視
点
で
患
者
の
状
態
を
よ

く
観
察
す
る
こ
と
こ
そ
が
評
価
・
診
断
の
基
礎

で
あ
り
、
丁
寧
に
そ
の
観
察
記
録
を
残
し
な
が

ら
訓
練
す
る
こ
と
も
立
派
なE

v
id
en
ce
B
ased

M
e
d
ic
in
e

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
や
は

り
専
門
的
知
識
と
技
術
の
た
ゆ
ま
ぬ
研
鑽
が
必

要
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
で
講
演
を
終
わ
ら
れ

た
。摂

食
・
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
知
識
が
得
ら
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
言
語
聴

覚
士
と
し
て
の
原
点
に
立
ち
返
っ
た
よ
う
な
爽

や
か
な
気
分
に
な
る
講
演
で
あ
っ
た
。

（
言
語
聴
覚
学
科
教
授
城
間
将
江
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
ク
リ
ニ
ッ
ク
言
語
聴
覚

セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
北
を
中
心
と
し
た
関
連
機

関
（
病
院
・
福
祉
施
設
・
学
校
・
幼
稚
園
・
保

育
園
な
ど
）
に
勤
務
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の

方
々
と
と
も
に
、
学
び
交
流
す
る
場
と
し
て
、

今
年
度
も
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。

第
二
回
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
七
月
六
日
（
火
）

に
日
本
医
科
大
学
附
属
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
頭
頸

部
講
師
、
三
枝
英
人
先
生
よ
り
「
頭
頸
部
腫
瘍

手
術
後
の
嚥
下
障
害
と
そ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
介
護

職
員
、
福
祉
職
員
、
医
師
、
学
生
な
ど
二
八
名

の
参
加
が
あ
り
、
三
枝
先
生
か
ら
は
症
例
の
紹

介
を
交
え
、
分
か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
、

専
門
的
な
内
容
に
参
加
者
が
熱
心
に
聞
き
入
っ

た
。
講
演
後
に
は
、
手
術
や
よ
り
詳
し
い
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
か
ら
、
実
際
の
嚥
下

障
害
患
者
に
対
す
る
接
し
方
・
日
常
生
活
で
の

対
応
の
仕
方
に
至
る
ま
で
幅
広
い
質
問
が
多
数

飛
び
交
い
、
講
演
は
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

今
後
も
第
一
火
曜
日
を
中
心
と
し
て
ミ
ニ
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
予
定
だ
が
、
第
三
回
の
講

演
は
九
月
七
日
に
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
室

の
指
導
と
役
割
」
と
題
し
て
さ
い
た
ま
市
立
高

砂
小
学
校
こ
と
ば
の
教
室
教
諭
、
高
橋
明
子
先

生
を
を
お
招
き
し
て
ご
講
演
い
た
だ
く
予
定
で

あ
る
。
本
学
職
員
、
学
生
の
参
加
も
可
能
。

（
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
言
語
聴
覚
士
内
海
景
子
）

も
の
の
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
を
無
事
こ
な

し
、
有
意
義
な
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
と
信
ず
る
。
特
に
デ
ビ
ー
先
生
の
講
義
は

分
か
り
や
す
い
内
容
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

福
祉
シ
ス
テ
ム
の
実
際
と
日
本
の
そ
れ
と
を
比

較
す
る
上
で
、
大
変
役
に
立
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
今
回
特
別
にV

ision
C
enter

の
見

学
を
す
る
こ
と
が
で
た
が
、
学
生
の
期
待
が
大

き
か
っ
たG

old
C
oast

H
osp
ital

の
見
学
が
で

き
な
か
っ
た
の
は
、
と
て
も
残
念
だ
っ
た
。

宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
は
、
延
々
と
続
く
美
し
い

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
の
海
岸
が
す
ぐ
近
く
に
あ

り
、
朝
夕
の
散
歩
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

気
候
の
違
い
か
ら
風
邪
を
引
い
た
学
生
も
い
た

が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事
終
了
し
た

こ
と
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
関
係
者
の
方
々
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
引
率
教
員：

視
機
能
療
法
学
科
講
師

三
柴
恵
美
子
）

で
良
か
っ
た
。
研
修
先
の
施
設
や
病
院
は
い
ず

れ
も
受
入
れ
は
良
い
。
日
系
施
設
で
の
浴
衣
着

用
の
歌
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
好
評
だ
っ
た
。時
々
、

研
修
後
に
運
転
手
の
方
に
市
場
や
海
岸
の
方
を

迂
回
し
て
も
ら
っ
た
。
何
年
か
後
に
学
生
が
実

社
会
に
出
て
人
生
の
辛
さ
を
感
じ
た
と
き
に
、

皆
で
見
た
海
岸
の
美
景
と
共
に
、
ご
両
親
や
大

学
の
配
慮
で
豊
か
な
時
間
と
経
験
が
で
き
た
こ

と
を
思
い
出
し
、
頑
張
る
気
持
ち
に
な
っ
て
く

れ
た
ら
引
率
し
た
甲
斐
が
あ
る
。
学
生
と
共
に
、

大
学
の
関
係
者
、
学
生
の
ご
両
親
に
も
こ
の
研

修
が
有
意
義
で
無
事
に
終
了
で
き
た
こ
と
を
感

謝
と
共
に
報
告
す
る
。

（
引
率
教
員：

看
護
学
科
助
教
授
金
升
子
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

空
と
海
と
共
に
…
…

素
晴
ら
し
い
青
空
と
美
し
い
海
に

魅
せ
ら
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の

海
外
研
修
。
私
た
ち
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
班
員
に
お
い
て
最
も
貴
重
な
経
験

と
な
っ
た
も
の
は
、
何
と
い
っ
て
も

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
あ
ろ
う
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
た
め
に
嫌
で

も
英
語
を
話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
生
活
環
境
は
、
私
た
ち
十
五

人
の
英
会
話
の
ス
キ
ル
を
確
実
に
ア

ッ
プ
さ
せ
た
。
ま
た
、
そ
れ
は
日
々

の
生
活
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
各
家
庭

で
の
ハ
ウ
ス
ル
ー
ル
や
食
事
、
休
日

の
過
ご
し
方
な
ど
の
違
い
は
あ
っ
た

も
の
の
、
一
週
間
と
い
う
短
い
期
間

の
中
で
十
五
人
全
員
が
最
高
の
思
い
出
を
作
っ

た
。病

院
や
施
設
の
見
学
で
は
看
護
学
科
が
中
心

と
な
り
、
日
本
と
比
較
し
な
が
ら
医
療
を
学
ん

だ
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
二
週
間
の
旅
で
か
け

が
え
の
な
い
思
い
出
と
自
信
を
手
に
入
れ
た
十

五
人
。
私
た
ち
は
確
か
に
成
長
し
、
何
よ
り
素

敵
で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。（

視
機
能
療
法
学
科
三
年
神
藤
謙
吾
）

▼
二
〇
〇
四
年
度
海
外
研
修

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
参
加
者
十
五
名
。
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
、
英
語
の
授
業
、
そ
し
て
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
福
祉
事
情
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
聴
講
、

ホ
ス
ピ
ス
・
老
人
介
護
施
設
な
ど
の
見
学
と
、

Ｇ
・
Ｃ
・
Ｉ
・
Ｔ
（G

old
C
oast

In
stitu

te

T
A
K
E

）
側
の
度
重
な
る
予
定
変
更
は
あ
っ
た

「
言
語
聴
覚
学
科
卒
後
研
修
会
」で
、

伊
藤
元
信
前
学
科
長
が
講
演

D
ate:Ju

n
e

6
20

最終講義を行う笹沼澄子教授

笹
沼
澄
子
教
授
最
終
講
義

―
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
の
臨
床
と
理
論
―

D
ate:Ju

n
e

6
19

国
際
医
療
福
祉
大
学
ク
リ
ニ
ッ
ク
言
語

聴
覚
セ
ン
タ
ー
で
、
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

D
ate:Ju

ly

7
6

お
知
ら
せ

平
成
十
六
年
度
大
学
祭
（
風
花
祭
）
に
て
開
催

「
国
際
Ｄ
Ａ
Ｙ
」プ
ロ
グ
ラ
ム（
予
定
）

日
時：

平
成
十
六
年
十
月
十
七
日
（
日
）

午
前
九
時
三
十
分
〜
十
二
時
四
十
五
分

場
所：

Ｅ
一
〇
一
教
室

進
行：

小
野
田
公
・
理
学
療
法
学
科
二
年

／
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
隊
員

開
会
挨
拶

国
際
医
療
福
祉
大
学
・
国
際
交
流
委
員
会
委
員
長

田
中
美
子

・
九
時
三
十
分
〜
三
十
五
分
（
五
分
）

【
第
一
部
】

国
際
医
療
福
祉
大
学
学
生
の
海
外
研
修
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
報
告

一
ベ
ト
ナ
ム
・
中
国
・
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
の
海
外
研
修
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告

二
国
際
保
健
協
力
海
外
研
修
報
告
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

お
よ
び
学
生
団
体
Ｏ
Ｐ
Ｓ
Ｔ*

の
活
動
報
告：

遠
藤

雅
幸
（*O

verseas
P
rim
ary

H
ealth

C
are

S
tudy

Team
）

・
九
時
三
十
五
分
〜
十
時
五
十
五
分
（
八
十
分
）

【
第
二
部
】

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
事
業
の
解
説
お
よ

び
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ/

Ｏ
Ｇ
隊
員
の
活
動
報
告

一
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）の
事
業
の
解
説（
仮
題
）

二
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ/

Ｏ
Ｇ
隊
員
の
活
動
報
告

・
十
時
五
十
五
分
〜
十
一
時
五
十
五
分
（
六
十
分：

含
、
質
疑
応
答
）

【
第
三
部
】

特
別
講
演

「
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
科
学
技
術
交
流
〜
江
戸
時

代
／
長
崎
・
出
島
か
ら
二
十
一
世
紀
ま
で
（
仮
題
）」

在
日
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
・
科
学
技
術
参
事
官
フ
イ

リ
ッ
プ
ウ
エ
イ
ヤ
ス

・
十
一
時
五
十
五
分
〜
十
二
時
三
十
五
分
（
四
十

分：

含
、
質
疑
応
答
）

来
賓
挨
拶
（
予
定
）

財
団
法
人
　
栃
木
県
国
際
交
流
協
会

閉
会
挨
拶

国
際
医
療
福
祉
大
学
学
長
　
谷
　
修
一

・
十
二
時
三
十
五
分
〜
十
二
時
四
十
五
分
（
十
分
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

主
催：

国
際
医
療
福
祉
大
学
、
栃
木
県
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
会

共
催：

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
・
東
京
国
際
セ
ン
タ
ー

後
援：

大
田
原
市
、
財
団
法
人
栃
木
県
国
際
交
流
協
会
、
大
田
原

国
際
交
流
会

オーストラリア：Care Flight見学
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恒
例
の
英
語
夏
季
公
開
講
座
が
、
七
月
二
十

日
（
火
）
か
ら
二
十
三
日
（
金
）
ま
で
の
四
日

間
に
わ
た
り
開
講
さ
れ
た
。
参
加
者
数
も
こ
れ

ま
で
で
最
高
の
八
八
名
と
な
り
、
幅
広
い
年
齢

層
の
受
講
者
が
、
日
常
生
活
で
は
決
し
て
机
を

並
べ
て
学
ぶ
こ
と
の
な
い
仲
間
た
ち
と
楽
し
く

英
語
を
学
ん
だ
。

顔
な
じ
み
の
メ
ン
バ
ー
と
は
、
お
互
い
変
わ

り
な
く
元
気
で
あ
る
こ
と
を
喜
び
合
い
、
以
前

は
小
学
生
だ
っ
た
坊
や
が
背
丈
も
伸
び
て
立
派

な
中
学
生
に
な
っ
て
参
加
し
て
く
れ
た
の
を
嬉

し
く
迎
え
、
初
日
はh

o
m
e
c
o
m
in
g

さ
な
が

ら
の
雰
囲
気
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
人
教
員
の

指
導
時
間
で
は
、L

eisu
re
A
ctiv
ities

と
い

う
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
授
業
が
組
み
立
て
ら
れ
た
。

初
心
者
ク
ラ
ス
で
は
ゲ
ー
ム
に
興
じ
な
が
ら
の

英
会
話
を
体
験
し
、
初
級
・
中
級
ク
ラ
ス
で
は

そ
れ
ぞ
れ
に
用
意
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に

展
開
さ
れ
る
英
会
話
を
学
び
、
上
級
ク
ラ
ス
で

は
自
分
の
考
え
を
英
語
で
い
か
に
表
現
す
る
か

を
学
ん
だ
。
加
え
て
、
Ｌ
Ｌ
教
室
で
は
、
ビ
デ

オ
教
材
や
ア
メ
リ
カ
の
ク
イ
ズ
番
組
を
見
た
り
、

詩
や
英
会
話
の
練
習
の
録
音
を
し
た
り
、
英
語

の
歌
を
歌
う
な
ど
、
盛
り
沢
山
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
組
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
最
後
の
夕
べ
に
は
軽

食
が
用
意
さ
れ
、
参
加
者
全
員
が
集
う
パ
ー
テ

ィ
ー
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
代
表
が

流
暢
な
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
、
拍
手
喝
采
を
あ

び
た
。
父
娘
が
二
人
並
ん
で
英
語
で
挨
拶
を
す

る
ほ
ほ
え
ま
し
い
様
子
も
あ
り
、
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
の
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

E
n
g
lish

E
v
en
in
g
s

の
楽
し
さ
は
、
参
加

者
の
意
欲
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
創
り
出
す
も
の
だ

と
感
じ
た
四
日
間
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
で
き
れ

ば
、
夏
季
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
英
語
の
公

開
講
座
を
開
講
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
リ
ク
エ

ス
ト
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
最
後
に
は
、

"S
ee

you
next

year
again

!"

と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
名
残
を
惜
し
ん
だ
。

（
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
南
井
紀
子
）

こ
の
ほ
ど
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
に
、
献
血

運
動
の
推
進
に
多
大
な
る
貢
献
が
あ
っ
た
と
し

て
、
坂
口
力
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
。

感
謝
状
の
贈
呈
伝
達
式
は
、
去
る
七
月
二
十

二
日
（
木
）
宇
都
宮
市
の
「
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ

ザ
」
に
お
い
て
行
わ
れ
、
本
学
か
ら
は
谷
学
長
、

中
嶋
事
務
部
長
が
出
席
、
福
田
昭
夫
栃
木
県
知

事
よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
第
四
十
回
献
血
運
動
推
進
全
国
大

会
開
催
に
伴
い
、
献
血
運
動
の
推
進
に
多
大
な

貢
献
が
あ
っ
た
県
内
の
七
団
体
に
贈
ら
れ
た
も

の
で
、
本
学
は
公
認
部
活
動
で
あ
る
、
赤
十
字

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
レ
ッ
ド
・
ポ
ッ
ポ
」
の
長

年
に
わ
た
る
献
血
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

前
期
試
験
が
終
了
し
た
去
る
八
月
四
日
（
水
）、

谷
学
長
か
ら
「
レ
ッ
ド
ポ
ッ
ポ
」
の
佐
藤
卓
郎

部
長
（
看
護
二
年
）
、
堀
内
由
香
（
看
護
二

年
）
・
横
田
優
希
（
看
護
二
年
）
両
副
部
長
の

三
名
に
対
し
、
感
謝
状
と
記
念
品
贈
呈
の
伝
達

が
あ
っ
た
。

現
在
部
員
は
、
男
女
計
四
五
名
が
在
籍
し
、

定
期
的
に
行
わ
れ
る
学
内
で
の
献
血
や
、
街
頭

で
行
わ
れ
る
献
血
運
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
内
の
献
血
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で
組
織
す
る
栃
木
県
献
血

推
進
連
盟
「
か
け
は
し
」
に
も
参
加
し
、
他
大

学
と
の
交
流
も
盛
ん
で
、
交
流
会
の
開
催
や
献

血
運
動
へ
の
共
同
参
加
な
ど
幅
広
い
活
動
を
行

い
、
栃
木
県
の
献
血
運
動
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
。

本
学
と
し
て
も
、
同
部
の
発
展
を
応
援
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し

た
い
。

（
学
生
課
宮
下
貞
男
）

七
月
二
十
七
日
（
火
）、
平
成
十
六
年
度
第
一

回
大
学
院
研
究
科
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

会
議
は
、
大
学
院
教
育
に
か
か
わ
る
先
生
方
が

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
問
題
点
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
す
る
場
で
あ
る
。

当
日
は
、
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を

主
会
場
と
し
て
、
大
田
原
本
校
、
福
岡
、
柳
川
、

熱
海
の
各
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
を
遠
隔
会
議
方
式

で
結
ん
で
行
わ
れ
た
。
全
会
場
で
五
五
名
の
先

生
方
が
出
席
さ
れ
、
開
原
成
允
大
学
院
長
の
議

事
進
行
で
、
ま
ず
各
サ
テ
ラ
イ
ト
お
よ
び
各
分

野
の
現
状
と
問
題
点
の
報
告
、
本
年
四
月
に
初

め
て
開
講
し
た
公
開
講
座
の
「
乃
木
坂
ス
ク
ー

ル
」
に
つ
い
て
、
前
期
総
括
と
後
期
の
計
画
に

つ
い
て
発
表
が
あ
っ
た
。

引
き
続
き
、
大
学
院
入
試
の
進
め
方
、
大
学

院
自
己
点
検
・
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
、
専
門
職
大

学
院
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、

方
向
性
が
承
認
さ
れ
た
。

会
議
終
了
後
、
主
会
場
で
あ
る
東
京
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
乃
木
坂
ホ
ー
ル
に
移

動
し
、
教
員
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
真
夏
日

が
続
く
中
、
お
い
し
い
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
有
意
義
な
情
報
交
換
が
な
さ
れ
た
。

（
教
育
企
画
本
部
小
田
浩
）
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七
月
二
十
九
日
（
木
）、
平
成
十
六
年
度
学
内

研
究
費
研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
発

表
会
は
、
毎
年
、
年
一
回
、
昨
年
度
一
年
間
の

研
究
成
果
を
口
頭
ま
た
は
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

方
式
で
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

当
日
は
、
午
前
九
時
に
中
西
睦
子
Ｆ
Ｄ
委
員

会
委
員
長
の
挨
拶
に
よ
り
開
会
し
、
お
昼
休
み

一
時
間
を
挟
ん
で
、
十
四
時
三
十
分
ま
で
、
二

会
場
に
分
か
れ
て
、
十
一
名
の
口
頭
発
表
、
四

六
名
の
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
う
ち
二
名
は
研

究
発
表
概
要
に
よ
る
報
告
）
に
よ
る
発
表
が
行

わ
れ
、
谷
学
長
を
は
じ
め
、
多
数
の
教
員
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
活
発
な
質
疑
応
答
が

展
開
さ
れ
た
。

医
療
系
、
医
療
技
術
系
、
理
工
系
、
文
科
系

の
教
員
が
協
同
し
て
講
義
を
行
っ
て
い
る
の
は
、

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
総
合
大
学
で
あ
る
本
学
の
特

色
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
教
員
が
一
同

に
会
す
る
本
発
表
会
は
、
学
内
に
お
け
る
教
員

相
互
間
の
専
門
分
野
の
認
識
ま
た
は
共
通
す
る

研
究
テ
ー
マ
の
発
見
等
の
場
と
し
て
、
貴
重
な

機
会
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
十
月
十
八
日
（
月
）
に
は
、
平
成
十

六
年
度
「
教
員
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
る
予
定

で
あ
り
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
現
在
Ｆ
Ｄ
委

員
会
に
お
い
て
検
討
中
だ
が
、「
学
生
に
よ
る
授

業
評
価
の
考
え
方
や
活
用
、
課
題
等
」
に
焦
点

を
合
わ
せ
た
も
の
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

多
数
の
教
員
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
期
待
し

た
い
。

（
医
療
経
営
管
理
学
科
助
教
授
大
隈
暁
子
）

八
月
一
日
（
日
）
本
学
Ｆ
一
〇
一
教
室
に
お

い
て
、
言
語
聴
覚
学
科
同
窓
会
〝
お
お
る
り

会
〞
主
催
の
「
第
六
回
卒
後
研
修
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。
今
回
は
埼
玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ

ー
耳
鼻
咽
喉
科
科
長
で
あ
る
坂
田
英
明
先
生
に

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
関
し
て
ご
講

演
い
た
だ
き
、
そ
の
後
卒
業
生
三
名
に
よ
る
症

例
お
よ
び
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。

坂
田
英
明
先
生
の
講
演
は
卒
業
生
に
と
っ
て

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
出
席
し
て
い
た
在
学
生

に
と
っ
て
言
語
聴
覚
士
と
い
う
専
門
職
に
就
く

者
が
現
場
で
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
、
な
す
べ

き
こ
と
を
指
導
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
ま
た
、
特
に
四
年
生
に
と
っ
て
は
言
語

聴
覚
士
国
家
試
験
や
就
職
が
一
層
現
実
味
を
帯

び
て
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

症
例
お
よ
び
活
動
報
告
で
は
、
三
名
の
卒
業

生
か
ら
イ
ギ
リ
ス
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報

告
、
維
持
期
に
お
け
る
言
語
聴
覚
士
の
役
割
、

入
所
施
設
利
用
者
の
入
所
に
至
る
背
景
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
な
さ
れ
、
フ
ロ
ア
か
ら
の

質
問
や
言
語
聴
覚
学
科
教
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

が
出
さ
れ
た
。
卒
業
生
同
士
が
お
互
い
の
業
務
・

活
動
状
況
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に

今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
も
検
討
で
き
た
と
思

わ
れ
る
。

回
を
重
ね
る
こ
と
六
回
、
今
年
も
全
国
各
地

か
ら
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
が
揃
う
卒
後
研
修
会
と

な
っ
た
。
そ
の
顔
は
学
生
の
頃
の
様
子
を
思
わ

せ
る
と
と
も
に
、
言
語
聴
覚
士
と
い
う
一
専
門

職
の
顔
も
併
せ
持
っ
て
い
た
。
今
後
の
言
語
聴

覚
学
科
同
窓
会
〝
お
お
る
り
会
〞
の
発
展
と
と

も
に
卒
業
生
た
ち
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し

た
い
。

（
言
語
聴
覚
学
科
助
手
烏
野
幹
夫
）

八
月
二
十
日
（
金
）
・
二
十
一
日
（
土
）
の

二
日
間
、
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
宇
都

宮
市
）
に
お
い
て
第
八
回
日
本
看
護
管
理
学
会

年
次
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

日
本
看
護
管
理
学
会
は
看
護
管
理
に
関
す
る

学
術
の
交
流
、
医
療
経
営
・
管
理
に
お
け
る
最

新
情
報
の
提
供
な
ら
び
に
参
加
者
相
互
の
情
報

交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
看

護
管
理
の
発
展
と
そ
れ
に
よ
る
医
療
の
質
向
上

に
貢
献
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
学
術
団
体
で

あ
る
。
会
員
数
は
現
在
一
三
〇
〇
人
あ
ま
り
で
、

構
成
メ
ン
バ
ー
は
看
護
管
理
者
を
含
む
看
護
実

践
者
、
看
護
教
育
者
、
看
護
研
究
者
、
看
護
行

政
担
当
者
等
と
幅
広
く
、
改
革
期
に
あ
る
日
本

の
医
療
お
よ
び
看
護
の
実
情
を
反
映
し
て
か
会

員
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
た
び
の
年
次
大
会
は
昨
年
度
の
看
護
管

理
学
会
総
会
で
本
学
看
護
学
科
長
中
西
睦
子
教

授
が
大
会
長
の
指
名
を
受
け
、
看
護
学
科
教
員

が
総
力
を
挙
げ
て
企
画
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
・

大
会
運
営
に
取
り
組
ん
だ
意
義
深
い
学
術
集
会

で
あ
る
。
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
し
く
み

を
変
え
る
知
識
を
築
く
―
副
と
い
う
ポ
ス
ト
の

働
き
に
焦
点
を
お
い
て
―
」
と
し
、
こ
れ
ま
で

注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
副
の
ポ
ス
ト
に

視
点
を
お
い
た
大
会
長
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

デ
ィ
ベ
イ
ト
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、

一
〇
〇
題
を
超
え
る
一
般
演
題
の
発
表
が
あ
っ

た
。新

し
い
視
点
か
ら
の
テ
ー
マ
に
関
心
が
集
ま

り
、
全
国
か
ら
の
参
加
者
は
一
二
〇
〇
人
を
超

え
、
第
一
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
の
懇
親

会
の
席
に
は
谷
学
長
も
ご
多
忙
の
中
を
駆
け
つ

け
て
く
だ
さ
り
、
成
功
裡
に
二
日
間
の
年
次
大

会
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
看
護
学
科
教
授
渡
辺
孝
子
）
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教員懇親会での水巻中正先生と佐藤貴一郎先生

平
成
十
六
年
度

第
一
回「
大
学
院
全
体
会
議
」開
催

D
ate:Ju

ly

7
27

恒
例
の
、
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催

E
nglish

E
venings

に
八
八
名
が
参
加

D
ate:Ju

ly

7
20

23

谷学長から感謝状を受ける「レッドポッポ」
の佐藤部長と堀内・横田両副部長

〜

献
血
運
動
の
推
進
に
貢
献
と
、

坂
口
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
、
ボ
ラ
ン
ティ
ア

「
レ
ッ
ド
・
ポ
ッ
ポ
」に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
る

D
ate:

Ju
ly&

A
u

g
u

st

7
22
&

8
4

大会長講演「組織を支え、組織を変える“副”の立場
の働き」を講演中の中西睦子看護学科長

平
成
十
六
年
度
「
学
内
研
究
費
研
究
発

表
会
」が
開
催
さ
れ
る

D
ate:Ju

ly

7
29

パネルセッション会場にて

言
語
聴
覚
学
科
同
窓
会〝
お
お
る
り
会
〞主
催

「
第
六
回
卒
後
研
修
会
」が
開
催

D
ate:A

u
g

u
st

8
1

「
第
八
回
日
本
看
護
管
理
学
会
年
次
大
会
」が
、

中
西
睦
子
看
護
学
科
長
を
大
会
長
に
開
催

D
ate:A

u
g

u
st

8
20
•

21



医
療
経
営
管
理
学
科
教
授
　
高
橋
　
泰

「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
包
括
支
払
い
」
が
平
成
十
八
年

春
に
本
格
稼
動
す
る
。
新
し
い
制
度
へ
移
行
し
な

い
と
急
性
期
医
療
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
な
り
、

急
性
期
医
療
を
行
っ
て
い
る
病
院
の
多
く
は
、
Ｄ

Ｐ
Ｃ
体
制
に
移
行
す
る
か
、
し
な
い
か
と
い
う
病

院
の
存
亡
に
か
か
わ
る
決
断
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
医
療
経
営
管
理
学
科
で
は
、
Ｄ

Ｐ
Ｃ
に
対
応
し
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
二
つ

の
試
み
を
開
始
し
た
。
第
一
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
試
行

を
行
っ
て
い
る
日
本
の
先
進
病
院
と
医
療
経
営
管

理
学
科
が
協
力
し
て
卒
後
特
別
研
修
を
開
始
す
る

こ
と
で
あ
る
。
選
抜
試
験
に
合
格
し
た
当
学
科
の

四
年
生
が
、
研
修
病
院
で
、
卒
後
幹
部
候
補
生
と

し
て
一
年
間
の
有
給
研
修
を
受
け
る
。
当
学
科
の

國
分
厚
志
君
、
宮
澤
真
奈
美
さ
ん
が
日
鋼
記
念
病

院
（
北
海
道
）、
鈴
木
寿
和
君
、
橋
本
昌
仁
君
が
河

北
総
合
病
院
（
東
京
）、
木
下
洋
一
郎
君
が
赤
穂
中

央
病
院
（
兵
庫
）
で
来
春
よ
り
研
修
を
始
め
る
予

定
で
あ
る
。

Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
対
応
し
た
第
二
の
試
み
は
、「
Ｄ
Ｐ
Ｃ

試
行
病
院
連
絡
協
議
会
」
の
設
立
で
あ
る
。
こ
の

協
議
会
は
、
医
療
経
営
管
理
学
科
の
高
橋
、
外
山
、

山
田
が
呼
び
掛
け
を
行
い
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
試
行
や
国
へ

の
デ
ー
タ
提
供
に
参
加
す
る
民
間
の
先
進
病
院
の

半
数
以
上
が
集
ま
り
今
年
の
五
月
に
結
成
さ
れ
た
。

協
議
会
参
加
病
院
（
七
月
三
十
日
現
在
三
一
病
院
）

は
、
国
へ
提
出
す
る
患
者
情
報
と
支
払
い
デ
ー
タ

と
同
様
の
膨
大
な
デ
ー
タ
を
国
際
医
療
福
祉
大
学

に
提
出
す
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
事
務
局
で
あ

る
医
療
経
営
管
理
学
科
が
解
析
し
、
各
病
院
へ
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
。
ま
た
協
議
会
は
、
必
要

に
応
じ
て
国
に
対
し
て
Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
関
す
る
種
々
の

提
言
や
、
協
議
会
参
加
病
院
や
こ
れ
か
ら
Ｄ
Ｐ
Ｃ

に
参
入
を
予
定
し
て
い
る
病
院
に
種
々
の
情
報
を

提
供
す
る
予
定
で
あ
る
。

医
療
経
営
管
理
学
科
は
、
卒
後
特
別
研
修
と
Ｄ

Ｐ
Ｃ
連
絡
協
議
会
を
通
し
て
、
変
革
の
時
代
に
対

応
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
え
、
今
後
、
卒
業
生
が
医
療
機
関
で
指
導
的
役

割
を
担
え
る
人
材
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
教

育
内
容
の
充
実
を
目
指
し
て
い
る
。

◆
Ｄ
Ｐ
Ｃ
ミ
ニ
講
座
◆

病
名
や
提
供
さ
れ
た
診
療
内
容
を
も
と
に
患
者

を
区
分
す
る
ケ
ー
ス
ミ
ッ
ク
ス
区
分
法
を
「
診
断

群
分
類
」
と
い
う
。
日
本
で
は
二
〇
〇
三
年
度
よ

り
特
定
機
能
病
院
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
＝Diag-

nosis
Procedure

C
om
bination

）
と
い
う
診
断

群
分
類
を
も
と
に
し
た
患
者
情
報
や
診
療
情
報
の

収
集
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
同
時
に
、
医
療
費
の

か
な
り
の
部
分
を
患
者
が
ど
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
属
す
る

か
に
よ
り
支
払
額
が
決
め
ら
れ
る
新
し
い
診
療
報

酬
の
支
払
い
が
開
始
さ
れ
、
今
後
急
性
期
医
療
を

行
う
病
院
に
対
し
て
、
こ
の
支
払
い
方
式
が
急
速

に
拡
大
さ
れ
て
い
く
可
能
性
が
高
い
。
Ｄ
Ｐ
Ｃ
を

用
い
た
新
し
い
診
療
報
酬
体
系
の
特
徴
は
、

①
判
定
さ
れ
た
Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
よ
り
、
一
日
当
た
り
の

包
括
払
い
の
額
が
決
定
さ
れ
る

②
入
院
期
間
に
よ
り
支
払
額
が
変
動
し
、
入
院
が
あ

る
期
間
を
超
え
る
と
支
払
額
が
減
少
す
る

③
同
一
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
分
類
さ
れ
た
場
合
で
も
、
一

日
当
た
り
の
医
療
費
は
病
院
に
よ
り
異
な
る

と
い
う
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

『
医
療
・
福
祉
経
営
管
理
入
門
四
訂
版
』（
国
際
医
療
福
祉

大
学
出
版
会
刊
）
第
一
部
八
章
「
診
断
群
分
類
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ

と
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）」（
高
橋
泰
著
）
よ
り
。
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「
看
護
学
科
公
開
学
習
会
」
の
お
知
ら
せ

地
域
住
民
や
県
内
の
看
護
実
習
施
設
の
方
々

と
と
も
に
学
び
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
今
年
度
も
看
護
学
科
で
は
公
開
学
習

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
「
子
育
て
と
危
機
―
子
ど
も
と
ど
う

向
き
合
う
か
―
」
と
題
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
行
う
予
定
で
す
。
親
・
養
護
教
諭
・
保
健
師
・

精
神
科
医
の
四
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
を
迎
え
、

家
族
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
の

中
で
、
ど
の
よ
う
に
大
人
が
子
ど
も
と
向
き
合

っ
て
関
係
性
を
つ
く
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、

不
安
や
戸
惑
い
の
現
状
を
理
解
し
、
そ
の
解
決

に
向
け
た
手
が
か
り
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

多
く
の
方
々
の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

十
一
月
二
十
日
（
土
）

十
二
時
五
十
分
〜
十
五
時
三
十
分

【
場
　
所
】

国
際
医
療
福
祉
大
学

Ｅ
一
〇
一
教
室

【
定
　
員
】

一
五
〇
名

【
問
合
せ
先
】

国
際
医
療
福
祉
大
学
保
健
学
部
看
護
学
科

公
開
学
習
会
担
当：

刈
生
田
・
平
山
・
押
尾

電
　
話：

〇
二
八
七
―
二
四
―
三
〇
二
六

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
二
八
七
―
二
四
―
三
〇
七
一

（
看
護
学
科
助
教
授
郷
間
悦
子
）

「
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
セ
ミ
ナ
ー
＆
座
談
会
」開
催
の
お
知
ら
せ

昨
年
も
開
催
致
し
ま
し
た
「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
セ
ミ

ナ
ー
＆
座
談
会
」
を
、
今
年
度
は
風
花
祭
の
期
間

中
に
合
わ
せ
左
記
の
よ
う
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
セ
ミ
ナ
ー
＆
座
談
会
」

は
、
実
際
に
医
療
・
福
祉
の
現
場
で
活
躍
し
て

い
る
卒
業
生
を
招
き
、
業
界
の
現
状
や
実
際
の

仕
事
ぶ
り
、
自
分
の
就
職
活
動
な
ど
に
つ
い
て

語
っ
て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
か
つ
て
自

分
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
大
学
で
夢
に
向
か
っ
て

努
力
を
重
ね
て
き
た
先
輩
の
言
葉
は
、
学
生
た

ち
に
と
っ
て
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
説
得
力

が
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
三
十
名
近
く
の
卒
業
生
を
招
き
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
学
部
生
の
参
加
が
あ
ま
り
思

わ
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
決
し

て
堅
苦
し
い
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、〝
ち
ょ

っ
と
先
輩
方
の
話
を
聞
い
て
み
よ
う
〞
く
ら
い

の
気
持
ち
で
、
御
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

【
日

時
】
十
月
十
七
日
（
日
）
正
午
よ
り

【
場

所
】
Ｌ
棟
五
階

多
目
的
ホ
ー
ル

【
参
加
費
】
無
料（
昼
食
、ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
付
）

(

同
窓
会
理
事
鈴
木
康
文
・
Ｐ
Ｔ
一
期
生
）
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告
　
知
　
板

昨年の「ＯＢ・ＯＧセミナー＆座談会」

医
療
制
度
改
革
の
最
先
端
に
身
を
お
き
、

病
院
の
変
革
を
担
え
る
人
材
育
成
を
目
指
す

―
Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
対
応
し
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
二
つ
の
試
み
―

琵
琶
の
四
絃
を
、
巧
み
に
奏
で
る
妙
音
と
唱と

な

え
る
地
神
経

じ
じ
ん
ぎ
ょ
う

と
が
合

体
し
て
周
囲
の
空
気
を
震
動
さ
せ
伝
播
し
心
に
響
い
て
来
た
。

私
は
打
ち
の
め
さ
れ
る
思
い
で
聴
き
入
り
、
盲
僧
を
凝
視
し
た
。

こ
の
時
《
現
代
人
に
と
っ
て
祈
り
と
は
何
か
》
と
自
身
に
問
い
詰
め
た
い
衝
動
に
か
ら
れ
た
。

一
九
八
三
年
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
作
品
『
薩
摩
盲
僧
琵
琶
』
を
製
作
し
た
時
、
《
地
神
》
な
ど
を
守

護
神
と
す
る
目
の
見
え
な
い
坊
さ
ん
、
つ
ま
り
盲
僧
・
福
貴
島
順
海
師
と
初
め
て
出
会
っ
た
そ
の
感
慨
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
薩
摩
盲
僧
は
、
鎌
倉
時
代
に
島
津
藩
の
祈
祷
僧
と
し
て
下
向
し
、
現
在
の
鹿
児
島
県
吹
上
町
の
地
に

本
寺
・
常
楽
院
を
建
立
し
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
。

盲
僧
の
生
き
方
と
琵
琶
の
尊
さ
を
通
じ
て
の
《
生
と
死
》
。
こ
の
テ
ー
マ
で
の
映
画
製
作
の
最
中

さ
な
か

、
私
に
は

忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。

当
時
十
六
歳
で
あ
っ
た
息
子
の
行
状
を
盲
僧
に
打
ち
明
け
た
。《
朝

に
な
る
と
腹
や
頭
が
痛
い
熱
が
あ
る
と
言
っ
て
登
校
拒
否
が
続
く
。

そ
の
内
に
暴
走
族
の
仲
間
に
も
入
っ
て
い
っ
た
…
…
》

祭
壇
の
前
で
こ
の
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
祈
り
続
け
て
く
れ
た
盲
僧

の
姿
は
、
初
め
て
出
会
っ
た
時
の
強
烈
な
印
象
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

盲
僧
は
語
り
始
め
た
「
息
子
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
五
カ
月
お
そ
ら

く
九
カ
月
目
に
は
必
ず
立
ち
直
り
ま
す
か
ら
…
…
」。

い
ぶ
か
し
げ
に
聞
い
て
い
る
私
を
察
知
し
、「
そ
の

立
ち
直
る
証
拠
と
し
て
、
息
子
さ
ん
の
左
肩
の
所
に
赤

い
ア
ザ
の
よ
う
な
も
の
が
現
れ
て
い
る
は
ず
で
す
」。

後
日
、
息
子
の
左
肩
に
一
セ
ン
チ
ほ
ど
の
赤
い
斑
点

は
ん
て
ん

が
あ
る
こ
と
を
私
は
知
っ
た
。
そ
し
て
六
カ
月
目
頃
か

ら
息
子
は
確
実
に
立
ち
直
っ
た
。

人
間
は
、
自
ら
立
ち
直
る
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
を

盲
僧
は
暗
に
教
え
て
く
れ
た
の
だ
と
思
う
。

《
現
代
人
に
と
っ
て
祈
り
と
は
何
か
》
―
―
祈
り
の
本

質
は
、
日
常
生
活
の
《
生
き
る
意
欲
》
の
な
か
に
潜
ん

で
い
る
。
そ
の
こ
と
に
私
は
気
付
い
た
の
だ
。

こ
の
深
い
心
情
が
、
映
画
作
品
の
基
本
的
表
現
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

著者近影

著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
三
三
年
長
野
県
下
諏
訪
町
生
ま
れ
。
元
岩
波
映
画
製
作
所
代

表
取
締
役
社
長
。
映
画
監
督
。
二
〇
〇
四
年
四
月
よ
り
本
学
客
員

教
授
（
映
画
論
）。
主
な
監
督
作
品
に
「
ザ
マ
ン
・
ボ
ル
キ
ア
」「
薩

摩
盲
僧
琵
琶
」（
文
化
庁
優
秀
映
画
賞
・
第
三
五
回
ベ
ル
リ
ン
国
際

映
画
祭
日
本
代
表
招
待
作
品
・
国
際
批
評
家
賞
・
第
二
六
回
ポ
ポ

リ
国
際
映
画
祭
特
別
招
待
作
品
）「
杜
氏
た
ち
の
春
」
他
多
数
。
著

書
に
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
『
盲
僧
琵
琶
が
聞
こ
え
る
』、
詩
集

『
孤
独
な
祭
の
終
り
に
』、
コ
ラ
ム
集
『
直
言
曲
言
』
な
ど
が
あ
る
。

白い杖をつき、檀家廻りをする盲僧
（映画『薩摩盲僧琵琶』より）

第１回 

客
員
教
授
　
諏
訪
　
淳
（
す
わ
　
あ
つ
し
） 

現
代
人
に
と
っ
て
祈
り
と
は

TOPICS
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国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
熱
海
病
院

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

●
八
月
四
日

第
一
回「
附
属
熱
海
病
院
Ｂ
Ｌ
Ｓ
講
習
会
」を
開
催

八
月
四
日
、
第
一
回
「
附
属
熱
海
病
院
Ｂ
Ｌ

Ｓ
講
習
会
」
が
院
内
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
Ｂ
Ｌ
Ｓ
講
習
会
は
、
ア
メ
リ
カ
心
臓
協

会
が
開
発
し
た
救
急
救
命
処
置
を
医
療
従
事
者

に
教
育
す
る
手
法
と
し
て
知
ら
れ
る
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ

コ
ー
ス
に
の
っ
と
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
わ
れ

た
。Ｂ

Ｌ
Ｓ
は
、B

asic
L
ife
S
u
p
p
ort

の
略

で
「
一
次
救
命
処
置
」
と
訳
さ
れ
る
の
に
対
し
、

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
は
、A

d
v
an
ced

C
ard
iov
ascu

-

lar
L
ife
S
u
p
p
ort

の
略
で
、「
二
次
救
命
処

置
」
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ
Ｌ
Ｓ
は
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
に

よ
る
心
肺
蘇
生
法
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
近
年
は

除
細
動
ま
で
も
そ
の
範
疇
に
入
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
は
気
管
挿
管
、
薬
剤
投
与
と
い
っ

た
高
度
な
心
肺
蘇
生
法
を
示
す
が
、
心
停
止
時

の
み
な
ら
ず
重
症
不
整
脈
、
急
性
冠
症
候
群
、

急
性
虚
血
性
脳
卒
中
の
初
期
治
療
ま
で
を
網
羅

し
た
も
の
へ
と
進
歩
し
て
き
て
い
る
。

今
や
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
コ
ー
ス
は
救
急
救
命
処
置
を

意
味
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
教

育
方
法
ま
で
を
包
括
的
に
意
味
す
る
も
の
と
な

っ
て
き
た
。

今
回
の
附
属
熱
海
病
院
Ｂ
Ｌ
Ｓ
講
習
会
に
お

い
て
は
、
講
師
と
し
て
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
の
ラ
イ
セ
ン

ス
を
お
持
ち
の
熱
海
病
院
佐
々
木
龍
講
師
が
出

席
し
、
熱
海
市
救
急
隊
の
八
島
係
長
を
は
じ
め

と
し
た
隊
員
の
皆
様
の
ご
協
力
と
、
当
院
の
外

来
看
護
部
の
岡
田
副
主
任
を
は
じ
め
と
し
た
職

員
の
協
力
に
よ
り
、
大
変
充
実
し
た
講
習
会
と

な
っ
た
。
当
院
職
員
の
出
席
者
は
六
十
人
を
数

え
、
普
段
、
救
急
外
来
担
当
で
な
い
若
手
の
職

員
に
も
、
有
益
な
講
習
会
で
あ
っ
た
と
好
評
で

あ
っ
た
。

今
後
と
も
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
病
院

と
な
る
た
め
に
、
当
院
で
は
救
急
救
命
関
係
の

技
術
力
向
上
に
力
を
入
れ
て
行
く
所
存
で
あ
る
。

（
附
属
熱
海
病
院
総
務
課
　
本
山
聡
洋
）
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▼　国際医療福祉大学附属熱海病院 10557-81-9171 http://atami.iuhw.ac.jp

I n f o r m a t i o n

In
form

ation
A

tam
i1

　 

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

川口（消） 唐澤（消） 川口（消） 川 口（消） 唐澤（消） 都 島（糖・循） 川口（消） 北 洞(消） 唐澤（消） 唐 澤（消） 川口（消） 北洞(消） 

野澤(消） － 北 洞（消） 都島（糖・循） 野 澤(消） 野澤(消） 高 藤（呼） 野澤(消） 国 枝（循） 国枝（循） － － 

築山（循） 築山（循） 築山（循） 重 政（循） 築山（循） 佐 々 木（循） 築山（循） 佐 々 木(循） 重政※1 － 重政（循） 佐々木（循） 

玉城（神内） － 都島（糖・循） 玉 城（神内） 北 洞(消） － 玉 城（神内） － 玉 城（神内） － － － 

下田（糖） － 山田（糖） － 下田（糖） 山 田（糖） 山田（糖） － 下田（糖） － 山田（糖） － 

中村(呼） 中村(呼） 高 藤(呼） 高藤(呼） 田口(呼） 田 口（呼） 中村(呼） 川 崎（呼） 高藤(呼） 田 口（呼） 川崎(呼） 川崎(呼） 

土田 南 
（第1・3） （第1・3） 
岡本 稲垣 

（第2・4） （第2・4） 

折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 － － 

伊藤 伊藤 伊藤 伊藤 － 上 杉 上 杉 － 

江口 － － 上杉 上杉 － 江 口 江 口 

栗山 － 栗 山 － 栗山 露崎 露崎 栗山 栗山 栗山 

露崎 露崎 片岡 片岡 露崎 高杉 高杉 露崎 露崎 － 

陶山 陶山（第2・4） 陶山（第2・4） 陶山 陶山 
（第1・3・5） 中西（第1・3・5） 中西（第1・3・5） （第2・4） （第2・4） 

中西 中西 中西 
（第2・4） （第1・3・5） （第1・3・5） 

五來 五來 五來 五來 五來 － － 五來 五來 五來 

田中 田中 田中 － － 田中 田中 田中 田中 田中 

乳腺外科 北谷 － 北 谷 － 北谷 － 北 谷 － 北谷 － － － 

花田 花田 佐々木 佐 々 木 佐々木 
（第1・3） （第1・3）※2 （第2・4） （第2・4）※2 （第2・4） 

花田 
（第1・3） 

三谷 三谷 
（第2・4） （第1・3） 

　藤澤　 藤多 　藤澤　 藤多 高崎 藤多 藤澤 藤多 乾 　 藤澤　 藤 多 藤 多 

板倉 乾 十 河 高 崎※3 乾 十河 高崎 板倉 十河 板倉※3 1人（交代） 1人（交代） 

熊埜御堂 神r　※4 神 r 林 神r 神r※4 － － 東野 
（第1・3・5） 

東野 東野　※4 東 野 熊 埜御堂 熊 埜御堂 熊 埜御堂※4 東 野 東野　※4 熊埜御堂 
（第2・4） 

塩野 塩野 塩野 塩野 － － 塩野 塩野 塩野 塩野 － － 

－ －  奥  津  － － － － －  奥  津  － － － 

－ － － － － － － － － 木  村  － －

北村 北村 北村 北村 北村 北村 － － 北村 北村 北村 北村 

リハビリテーション科 

伊東 － － － －  

検査 

伊東※2 伊東 

－ － － －  

伊東 伊東※2 伊東 伊東※2

南 

小川 

花田 
手術 

伊東 

手術 

佐々木 

手術 

南 

土田 岩崎 

－ 

土田 岡本 － 岡本 － 岩 崎 － 

　 　 　 　 

手術 

総合診療科 

平成16年8月11日現在 

金 土

1人（交代） 

　曜 日　　 

診療科 

－ 

整形外科 

泌尿器科 

眼　科 

陶山 

稲垣 稲垣 南 

手術 

耳鼻咽喉科 

病　理 

ペインクリニック 

手術 手術 

放射線科 

小児科 

皮膚科 

婦人科　 

月 火  

1人（交代） 手術 

水 木  

－ 稲  垣  稲  垣  南  

手術 

1人（交代） 

伊東※2 ※2

中西 

手術 

陶山 

小川 

陶山 

中西 

手術 

中西 

花田 花田※2 佐々木 佐 々 木※2

中西 中西 

内　科 

呼吸器科 

外　科 

陶山 陶山 

女
性
診
療
科 

外来診療担当医師一覧表
※
１
　
第
１
・
３
・
５
金
曜
日
の
午
前
診
療
致
し
ま
す
。

※
２
　
皮
膚
科
午
後
診
療
は
、
原
則
予
約
制
で
す
。

※
３
　
乳
児
健
診
は
金
曜
日
の
午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分
、
予
防
接
種
は
火
曜
日
の
午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分
に
行
っ
て
い
ま
す
。（
予
約
制
）

※
４
　
耳
鼻
咽
喉
科
外
来
の
月
曜
日
午
後
は
補
聴
器
外
来
、
木
曜
日
午
後
は
め
ま
い
･
難
聴
外
来
、
金
曜
日
午
後
は
め
ま
い
外
来
で
予
約
制
で
す
。

《
受
診
の
ご
案
内
》

受
　
付
　
時
　
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診
　
療
　
時
　
間

午
前
の
部
　
　
08：

30

〜
　
12：

00

09：

00

〜
　
13：

00

午
後
の
部
　
　
13：

00

〜
　
16：

30

14：

00

〜
　
17：

00

診
療
日
　
　
月
曜
日
　
〜
　
土
曜
日
　
　
た
だ
し
日
曜
日
、
祝
祭
日
は
休
診
日

※
急
患
の
場
合
は
随
時
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
下
さ
い
。

教
員
紹
介

Pro
file

研
究
科
整
形
外
科
学
専
攻
（
博
士
）
終
了
／
④
整
形
外
科
学
、
リ
ウ
マ
チ
学
／

⑤
医
療
法
人
鵬
友
会
湘
南
泉
病
院
整
形
外
科
部
長
、
横
浜
市
立
大
学
整
形
外

科
非
常
勤
講
師
／
⑥
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
手
術
治
療
（
特
に
人
工
膝
関
節
置
換

術
）
と
術
後
成
績
、
高
齢
者
の
大
腿
骨
頚
部
骨
折
の
治
療
と
予
後
、
肩
関
節

疾
患
の
手
術
治
療
と
予
後
、
等
に
関
す
る
も
の
／
⑦
整
形
外
科
学
、
リ
ウ
マ

チ
学
／
⑧
人
工
膝
関
節
置
換
術
の
手
術
法
と
術
後
の
膝
関
節
可
動
域
に
つ
い

て
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
病
型
と
予
後
、
高
齢
者
の
大
腿
骨
頚
部
骨
折
の
治
療

と
歩
行
予
後
予
測

伊
藤
　
淳

（
イ
ト
ウ
・
ジ
ュ
ン
）

①
国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
熱

海
病
院
整
形
外
科
助
教
授
／
②

１
９
６
０
年
２
月
14
日
／
③
横

浜
市
立
大
学
医
学
部
卒
、
横
浜

市
立
大
学
医
学
部
大
学
院
医
学

④
新
生
児
学
、
母
子
保
健
、
感
染
症
／
⑤
ヘ
ブ
ロ
ン
会
大
宮

中
央
総
合
病
院
小
児
科
医
長
、
埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
小
児
科
非
常
勤
医
師
／
⑥
退
院
後
の
養
育
に
問
題
が

予
想
さ
れ
る
母
児
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
（
小
児
保
健
研
究

6
2
,4
9
6
,2
0
0
3

）、
感
染
防
止
対
策
か
ら
み
た
新
生
児
管
理

（
産
婦
人
科
治
療87,201,2003

）
／
⑦
新
生
児
学
、
小
児
科

学
／
⑧
地
域
周
産
期
医
療
の
向
上
、
周
産
期
か
ら
の
育
児
支

援

板
倉
敬
乃

（
イ
タ
ク
ラ
・
ユ
キ
ノ
）

①
国
際
医
療
福
祉
大
学

附
属
熱
海
病
院
小
児
科

講
師
／
②
１
９
５
８
年

３
月
10
日
／
③
山
形
大

学
医
学
部
医
学
科
卒
／

横
浜
市
立
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
〔
博
士
〕
修
了
／
④
整

形
外
科
／
⑤JA
神
奈
川
県
厚
生
連
相
模
原
協
同
病
院
整
形
外

科
／
⑥N

F
- K
B
a
n
d
I- K
B
o
ve
re
xp
re
ssio

n
in
a
rtic
u
-

la
r
c
h
o
n
d
ro
c
yte
s
w
ith
p
ro
g
re
ssio
n
o
f
typ
e
II
c
o
l-

la
g
e
n
-in
d
u
c
e
d
a
rth
ritis

in
D
B
A
/1
m
o
u
se
kn
e
e
s.

C
lin
E
xp
R
h
eu
m
ato
l2002;20:647-652.

／
⑦
整
形
外

科
／
⑧
炎
症
性
疾
患
に
お
け
る
関
節
軟
骨
の
役
割
と
再
生

江
口
　
純

（
エ
グ
チ
・
ジ
ュ
ン
）

①
国
際
医
療
福
祉
大
学

附
属
熱
海
病
院
整
形
外

科
講
師
／
②
１
９
７
１

年
２
月
15
日
／
③
横
浜

市
立
大
学
医
学
部
卒，

化
器
／
⑤
秦
野
赤
十
字
病
院
／
⑥In

h
ib
itio
n
o
f
P
erito

n
eal

M
e
ta
sta
sis
b
y
In
te
rfe
ro
n

－
　a

n
d
In
te
rle
u
kin

－

2

／
⑧
胃
癌

岡
本
隆
英

（
オ
カ
モ
ト
・
タ
カ
ヒ
デ
）

①
国
際
医
療
福
祉
大
学

附
属
熱
海
病
院
外
科
講

師
／
②
１
９
６
５
年
10

月
19
日
／
③
浜
松
医
科

大
学
医
学
部
卒
／
④
消

⑤
上
尾
中
央
総
合
病
院
／
⑦
呼
吸
器
科
／
⑧
肺
癌
の
集
学
的

治
療

川
崎
徳
仁

（
カ
ワ
サ
キ
・
ノ
リ
ヒ
ト
）

①
国
際
医
療
福
祉
大
学

附
属
熱
海
病
院
講
師
／

②
１
９
６
９
年
７
月
26

日
／
③
東
京
医
科
大
学

卒
／
④
呼
吸
器
外
科
／

豊
・
他：

T
e
c
h
n
e
tiu
m
-9
9
m
-T
e
tro
fo
s
m
in

負
荷
心
筋S

in
g
le
P
h
o
to
n

E
m
is
s
io
n
C
o
m
p
u
te
d
T
o
m
o
g
ra
p
h
y

に
お
け
る
診
断
精
度
改
善
の
試
み
、

Jo
u

rn
a

l
o

f
C

a
rd

io
lo

g
y
3
9

（1

）：
1
1
-1
7
,2
0
0
2
.1

▼
佐
々
木
龍：

進
歩
し

つ
づ
け
る
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
出
力
自
動
制
御
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
、C

lin
ica

l
E

n
g

i-
n

e
e

rin
g
1
4

（4

）：
3
6
1
-3
6
5

，

2
0
0
3
.4

▼S
a
sa
kiR
,U
su
iT
,M
ita
n
iI,e
t

a
l：
C
lin
ic
a
l
V
a
lu
e
o
f
Io
d
in
e
-1
2
3
B
a
te
-M
e
th
ylio
d
o
p
h
e
n
yl
P
e
n
-

ta
d
e
c
a
n
o
ic
A
c
id

（B
M
IP
P

）M
yo
c
a
rd
ia
l
S
in
g
le
P
h
o
to
n
E
m
issio

n
C
o
m
p
u
te
d
T
o
m
o
g
ra
p
h
y
fo
r
P
re
d
ic
tin
g
C
a
rd
ia
c
D
e
a
th
A
m
o
n
g

P
atien

ts
W
ith
C
h
ro
n
ic
H
eart

F
ailu
re, C

irculation
Journal67

（11

）：
9
1
8
-9
2
4
,2
0
0
3
.1
1

／
⑦
循
環
器
内
科
／
⑧
心
不
全
症
例
、
虚
血
性
心
疾
患
症
例

に
お
け
るT

e
c
h
n
e
tiu
m
-9
9
m
-M
IB
I

のw
a
sh
o
u
t

に
つ
い
て

佐
々
木
龍

（
サ
サ
キ
・
リ
ュ
ウ
）

①
国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
熱
海

病
院
内
科
講
師
／
②
１
９
６
９
年

11
月
27
日
／
③
横
浜
市
立
大
学
医

学
部
卒
／
④
心
血
管
イ
ン
タ
ー
ベ

ン
シ
ョ
ン
、
心
臓
核
医
学
／
⑤
藤

沢
市
民
病
院
循
環
器
科
／
⑥
▼

佐
々
木
龍
、
三
谷
勇
雄
、
北
村

①
現
在
の
所
属
・
職
位
、
②
生
年
月
日
、
③
最
終
学
歴
、
④
専
門
分
野
、
⑤
前
職
、
⑥
主

要
著
書
・
論
文
、
⑦
本
校
に
お
け
る
担
当
科
目
、
⑧
今
後
の
研
究
課
題

医療福祉学部長・
医療福祉学科長・教授

鈴木五郎

社
会
福
祉
と
寄
付
の
文
化

の
助
成
は
あ
る
が
、
事
業
の
中
核
を
な
す
人
件
費
を

継
続
的
に
助
成
す
る
仕
組
み
は
ど
こ
に
も
存
在
し
な

い
。
す
べ
て
は
税
金
か
社
会
保
険
財
源
頼
み
と
い
う

構
造
で
は
、
き
め
細
か
で
生
き
生
き
と
し
た
民
間
の

福
祉
事
業
や
活
動
は
育
た
な
い
。

こ
の
財
源
構
造
を
な
ん
と
か
改
革
す
る
こ
と
が
残

さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。

わ
が
国
の
社
会
福
祉
は
、
こ
こ
二
十
年
く
ら
い
の

期
間
を
か
け
て
基
礎
構
造
改
革
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
す
な
わ
ち
、
戦
後
の
福
祉
国
家
論
を
背
景
と
す

る
国
家
責
任
に
よ
る
福
祉
、
措
置
制
度
、
施
設
整
備

費
の
補
助
金
、
税
の
免
除
な
ど
、〝
大
き
い
政
府
〞

に
よ
る
手
厚
い
事
業
者
保
護
の
福
祉
か
ら
、
市
町
村

主
体
の
福
祉
事
業
、
介
護
保
険
、
在
宅
福
祉
領
域
の

民
間
事
業
者
の
多
様
化
、
競
争
原
理
の
導
入
、
支
援

費
制
度
、
利
用
・
契
約
に
よ
る
福
祉
へ
と
、〝
小
さ

な
政
府
〞
の
方
向
へ
一
八
〇
度
の
転
換
が
図
ら
れ
て

き
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
制
度
改
革
の
仕
上
げ
と
し
て
二
〇
〇
〇

年
か
ら
施
行
さ
れ
た
新
し
い
社
会
福
祉
法
は
、
利
用

者
保
護
と
地
域
福
祉
を
大
き
な
柱
と
し
て
掲
げ
た
。

法
的
な
制
度
と
し
て
の
福
祉
だ
け
で
な
く
地
域
住
民

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
福
祉
活
動

や
自
発
的
な
事
業
を
期
待
し
て
い
る
。

改
革
が
や
り
残
し
た
大
き
な
課
題
は
、
地
域
福
祉

や
民
間
活
動
を
支
え
る
財
源
の
確
保
、
す
な
わ
ち
、

「
寄
付
の
文
化
を
ど
う
創
造
で
き
る
の
か
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
雇
用
さ
れ
て
働
く
人

が
一
〇
〇
〇
万
人
を
超
え
る
と
い
わ
れ
、
そ
れ
を
支

え
る
巨
大
な
寄
付
の
文
化
が
存
在
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
に
は
地
域
福
祉
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、
先
駆
的
な
民
間
事
業
を
支
え
る
民
間
財

源
が
存
在
し
な
い
。
研
究
や
設
備
、
物
件
費
、
行
事

第六回

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
本
社
会
事
業
学
校
研
究
科
修
了
。
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
に
勤
務
、
福
祉
施
設
や
社
会
福
祉
協
議
会
に

つ
い
て
全
国
組
織
の
指
導
に
あ
た
り
、
平
成
二
年
よ

り
理
事
・
事
務
局
長
。
平
成
五
年
か
ら
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
常
任
理
事
・
事
務
局
長
。
地
域
福

祉
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ワ
ー
ク
を
専
門
と
す
る
。
日

本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
副
会
長
。

γ



国
際
医
療
福
祉
病
院
・

マ
ロ
ニ
エ
苑
・
栃
の
実
荘

●
七
月
二
十
三
日

今
年
も
グ
ル
ー
プ
職
員
が

「
西
那
須
野
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
に
参
加

「
西
那
須
野
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
で
恒
例
の
「
流

し
踊
り
」
が
七
月
三
十
一
日
（
土
）
開
催
さ
れ
た
。

台
風
接
近
で
心
配
さ
れ
た
天
気
も
回
復
し
、
国
際

医
療
福
祉
病
院
・
マ
ロ
ニ
エ
苑
・
栃
の
実
荘
の
三

施
設
職
員
有
志
総
勢
百
五
十
余
名
が
参
加
し
、
夜

の
西
那
須
野
町
を
練
り
歩
い
た
。

艶
や
か
な
浴
衣
姿
の
女
性
を
縫
っ
て
舞
う
看
護

師
姿
の
男
た
ち
、
白
馬
も
大
爆
走
、
浦
島
太
郎
に

着
物
の
女
性
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
女
装
に
ハ
ゲ
親
父
姉

妹
（
？
）
の
踊
り
に
観
客
も
大
喝
采
。
日
中
の
炎

暑
は
ど
こ
へ
や
ら
、
涼
風
が
吹
き
、
し
の
ぎ
や
す

い
夕
べ
と
な
っ
た
が
、
各
参
加
団
体
の
踊
り
に
か

け
る
意
気
込
み
は
並
々
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
、

異
様
な
熱
気
が
辺
り
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
。

私
た
ち
も
地
域
医
療
に
励
む
も
の
と
し
て
の
誇

り
（
？
）
を
胸
に
、
精
一
杯
踊
り
、
審
査
の
結
果

グ
ッ
ド
ア
イ
デ
ア
賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
と
も
地
域
に
「
笑
い
」
で
は
な
く
「
医
療
福
祉
」

で
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
国
際
医
療
福
祉
病
院
総
務
課
小
林
庸
良
）

●
八
月
七
日

毎
年
恒
例
の「
三
施
設
合
同
納
涼
祭
」
開
催

国
際
医
療
福
祉
病
院
・
マ
ロ
ニ
エ
苑
・
栃
の

実
荘
に
よ
る
三
施
設
合
同
納
涼
祭
が
八
月
七
日

（
土
）
十
八
時
か
ら
行
わ
れ
た
。
今
年
は
暑
い
日

が
続
き
県
内
で
も
食
中
毒
の
発
生
が
多
発
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
手
袋
着
用
等
、
公
衆
衛
生

対
策
に
万
全
の
体
制
を
敷
き
、
危
険
箇
所
の
警

備
を
従
来
よ
り
厳
重
に
し
、
参
加
者
の
安
全
に

細
心
の
注
意
を
払
っ
た
。

残
念
な
こ
と
に
夕
立
が
降
り
、
断
腸
の
思
い

で
屋
外
駐
車
場
で
の
開
催
を
取
り
止
め
、
マ
ロ

ニ
エ
苑
と
栃
の
実
荘
の
ロ
ビ
ー
に
会
場
を
移
し

て
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
八
木
節
や
ヨ
サ
コ

イ
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
を
楽
し
み
、
焼
き
そ

ば
や
た
こ
焼
き
な
ど
一
部
の
模
擬
店
も
出
さ
れ
、

雨
の
振
る
中
で
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
。

昨
年
は
台
風
で
花
火
が
中
止
と
な
り
、
今
年

も
だ
め
か
と
諦
め
か
け
て
い
た
矢
先
、
天
に
願

い
が
通
じ
た
の
か
奇
跡
的
に
晴
れ
上
が
り
、
夏

の
夜
空
に
大
円
の
花
が
咲
き
ほ
こ
っ
た
。
花
火

の
後
の
涼
風
に
は
硝
煙
の
臭
い
と
微
か
な
秋
風

が
交
じ
り
あ
っ
て
郷
愁
を
誘
い
、
誰
に
と
っ
て

も
、
忘
れ
ら
れ
な
い
夏
の
思
い
出
と
な
っ
た
。

（
国
際
医
療
福
祉
病
院
総
務
課
小
林
庸
良
）

国
際
医
療
福
祉
病
院

切
ら
ず
に
結
石
だ
け
を
砕
く
最
新
治
療
法

「
体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
術
」（
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
）

の
ご
案
内

一
尿
路
結
石
症
と
は
？

尿
路
結
石
症
と
は
、
腎
臓
か
ら
尿
管
・
膀
胱
・

尿
道
の
通
り
路
に
結
石
が
で
き
る
病
気
。
結
石

が
尿
と
と
も
に
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
、
自
然
に
排

出
さ
れ
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、
腎
臓
や
尿
管
に

留
ま
る
と
、
腰
や
腹
部
に
激
し
い
痛
み
や
血
尿

な
ど
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。
放
っ
て
お
く
と

腎
臓
の
機
能
が
低
下
す
る
場
合
も
あ
る
。
食
生

活
の
欧
米
化
に
伴
い
増
加
し
て
お
り
、
統
計
的

に
十
人
に
一
人
は
罹
る
可
能
性
が
あ
る
。

二
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
と
は
？

当
病
院
に
お
い
て
は
体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕

術
装
置
を
使
い
、
腎
・
尿
管
結
石
を
切
ら
ず
に

治
す
「
体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
術
（
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
）」

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
装
置
は
、
体
外
か
ら
衝

撃
波
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
波
を
結
石
に
向
け
て

照
射
し
、
筋
肉
や
他
の
臓
器
を
傷
つ
け
る
こ
と

な
く
、
結
石
の
み
を
細
か
く
破
砕
す
る
最
新
療

法
で
あ
る
。
砂
状
に
破
砕
さ
れ
た
結
石
は
尿
と

と
も
に
自
然
に
体
外
に
排
出
さ
れ
る
。

三
主
な
特
徴

・
体
に
傷
が
つ
か
な
い
。

・
治
療
時
間
は
短
く
、
一
時
間
以
内
で
終
わ
る
。

・
副
作
用
・
後
遺
症
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

・
入
院
期
間
が
短
く
、
退
院
後
す
ぐ
に
日
常
生

活
・
職
場
へ
の
復
帰
が
可
能
。

・
高
齢
の
方
や
、
他
に
病
気
の
あ
る
方（
高
血
圧
・

糖
尿
病
な
ど
）で
も
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
。

・
再
発
の
場
合
の
治
療
法
と
し
て
も
最
適
。

・
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る
。

・
本
院
で
は
ド
ク
タ
ー
の
管
理
の
も
と
、
毎
月
十

〜
十
五
症
例
程
治
療
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
国
際
医
療
福
祉
病
院
総
務
課
小
林
庸
良
）

国
際
医
療
福
祉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

夏
祭
り
を
終
え
て

今
年
で
第
五
回
を
迎
え
た
国
際
医
療
福
祉
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
夏
祭
り
は
、
例

年
に
な
く
天
候
に
恵
ま
れ
盛
大
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

入
所
者
は
久
し
ぶ
り
に
家
族
と
一
緒
に
過
ご

せ
る
ひ
と
と
き
が
持
て
、
と
て
も
嬉
し
そ
う
で

し
た
。

多
く
の
来
賓
の
方
々
に
も
ご
臨
席
を
賜
り
、

ま
た
お
祭
り
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力

頂
き
ま
し
た
皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
っ
て
、
無

事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

模
擬
店
は
、
綿
あ
め
や
焼
き
そ
ば
、
玩
具
な

ど
、
盛
り
沢
山
の
品
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
例
年
、
好
評
を
得
て
い
る

お
囃
子
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
、
大
学
音
楽
サ

ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
演
奏
、
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
で
私
た
ち
に

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

お
祭
り
を
締
め
く
く
る
花
火
は
夏
の
夜
空
を

彩
り
、
私
た
ち
の
心
に
残
る
思
い
出
を
刻
ん
で

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

終
了
後
、
反
省
会
を
開
い
て
課
題
を
挙
げ
て
、

来
年
度
の
夏
祭
り
に
反
映
で
き
る
タ
イ
ム
テ
ー

ブ
ル
等
の
作
成
を
し
て
い
ま
す
。

来
年
は
よ
り
一
層
、
皆
様
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
楽
し
い
夏
祭
り
を
企
画
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

（
夏
祭
り
実
行
委
員
長
瀧
田
晶
子
）

山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ

「
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
」
の
ご
紹
介

オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
長
・
国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授

渡
辺
　
亨

ギ
リ
シ
ャ
語
で
腫
瘍
を
意
味
す
るonkos

を
語

源
と
す
るonco

に
、
学
問
を
意
味
す
るologie

を

組
み
合
わ
せ
たon

colog
y

（
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
）、

つ
ま
り
「
腫
瘍
学
」、「
腫
瘍
医
学
」
を
実
践
す
る

の
が
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
で
す
。

二
〇
〇
三
年
九
月
、
私
は
十
六
年
間
勤
務
し
た

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
か
ら
国
際
医
療
福
祉
大
学
グ

ル
ー
プ
に
移
り
、
関
連
施
設
で
あ
る
山
王
メ
デ
ィ

カ
ル
プ
ラ
ザ
に
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
に
数
回
、
高
木
理
事
長
と

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
わ
が
グ
ル
ー
プ
内
に
、

が
ん
医
療
の
臨
床
、
研
究
、
教
育
を
包
括
的
に
行

え
る
拠
点
を
作
れ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

開
設
後
に
ま
ず
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
チ
ー
ム
医
療

の
構
築
で
す
。
現
在
、
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

で
は
、
看
護
師
四
名
、
薬
剤
師
二
名
、
医
師
二
名
、

秘
書
一
名
が
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
医
事
・
会
計
、

事
務
部
門
と
の
協
調
体
制
を
基
盤
と
し
て
、
外
来

が
ん
化
学
療
法
と
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
化
学
療
法
に
関
し
世
間

に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
外
来
通
院
で
十
分
に
安
全

か
つ
効
率
的
に
実
施
で
き
る
も
の
を
、
患
者
を
無

意
味
に
長
期
間
入
院
さ
せ
た
状
態
で
行
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
外
来
通
院
な
ら
ば
従
来
通
り
の

毎
日
の
生
活
や
仕
事
を
続
け
な
が
ら
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
外
来
が
ん
化
学
療
法
を
行

う
に
は
、
副
作
用
の
予
防
と
対
処
に
万
全
を
期
さ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
自
身

に
対
応
方
法
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
説
明
は
、
医
師
よ
り
も
、
む
し
ろ
看
護

師
の
方
が
、
患
者
さ
ん
の
理
解
度
を
確
認
し
な
が

ら
情
報
提
供
す
る
の
が
ず
っ
と
上
手
で
す
。
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
も
、
現
在
の
が
ん
医
療
で
決
定

的
に
不
足
し
て
い
る
の
で
、
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
で
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
三
〜
四
人

の
患
者
さ
ん
が
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
求
め
て

来
院
さ
れ
ま
す
が
、
一
人
に
三
十
〜
六
十
分
か
け

て
話
を
聞
き
、
よ
く
説
明
し
、
抗
が
ん
剤
治
療
の

段
取
り
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

一
年
が
経
ち
、
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
も
や

っ
と
軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。
次
の
ス
テ
ッ
プ

は
、
全
国
の
国
際
医
療
福
祉
大
学
グ
ル
ー
プ
の
病

院
・
診
療
所
に
も
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
機
能

を
広
め
て
い
く
こ
と
で
す
。
時
代
は
変
わ
り
ま
し

た
。
も
は
や
、
抗
が
ん
剤
治
療
は
特
別
な
専
門
施

設
で
な
け
れ
ば
受
け
ら
れ
な
い
、
日
常
生
活
も
社

会
生
活
も
す
べ
て
犠
牲
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

と
い
う
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
宅
か
ら
ち
ょ

っ
と
歩
い
て
行
け
る
と
こ
ろ
や
、
会
社
の
近
く
に

オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
が
あ
れ
ば
ど
ん
な
に
便

利
で
し
ょ
う
。
辻
々
の
交
番
の
よ
う
に
、
外
来
が

ん
化
学
療
法
を
行
う
施
設
を
あ
ち
こ
ち
に
作
る
こ

と
、
そ
れ
が
私
の
目
標
で
す
。
興
味
が
あ
る
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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▼ 国際医療福祉病院 10287-37-2221／介護老人保健施設マロニエ苑　10287-36-6622／特別養護老人ホーム栃の実荘 10287-37-1160 http://h-kinenkai.iuhw.ac.jp

I n f o r m a t i o n

▼　国際医療福祉リハビリテーションセンター　10287-20-5100 http://h-kinenkai.iuhw.ac.jp

▼　山王メディカルプラザ103-3402-5581 http://www.sannoclc.or.jp
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※本記事中の写真掲載に当たっては、入所者本人および関係者の了解を得ております。
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審査の結果グッドアイデア賞に

雨のため、マロニエ苑と栃の実荘のロビーに会場を移して開催

結石破砕装置：ドルニエリソトリプターＤ
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（税込・送料サービス）
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試験対策「必携」シリーズの第２段
いよいよ発行！

「必携社会福祉士国家試験対策」

定価：4,500円
（税込・送料サービス）

IUHW短信

平成17年4月に開設予定の薬学部薬学科をはじめ、本学全学科の「模擬
授業」を以下のように実施します。
●日　程：10月16日（土）・17日（日）
●場 所： 本学Ｆ棟2階にて（教室番号は下の時間割を参照）
●時間割： 10：10～10：50 作業療法学科（201教室）

13：00～13：40 医療福祉学科（201教室）、薬学科（202教室）
13：50～14：30 医療経営管理学科（201教室）、言語聴覚学科（202教室）
14：40～15：20 理学療法学科（201教室）、視機能療法学科（202教室）
15：30～16：10 看護学科（201教室）、放射線･情報科学科（202教室）

●問い合わせ先：国際医療福祉大学入試センターへ
0287-24-3210（広報室）または0287-24-3200（入試課）

IUHW Note
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勉強するなら、「医療福祉チャンネル７７４」

医療福祉チャンネル774／国際医療福祉大学出版会　 Information

介護福祉士受験講座：松永安優美先生

（老人保健施設安純の里・医師）

社会福祉士受験講座：鈴木五郎先生

（国際医療福祉大学医療福祉学部長・教授）

国際医療福祉大学出版会新刊書のご案内

医療福祉チャンネル774では、衛星放送スカイパーフェクＴＶ！774チャンネルで、医療・福祉・健康・介護に関する教育、教養、情報番組を放送！

開原成允先生
（株式会社医療福祉経営審査機構CEO・
国際医療福祉大学大学院長）

「介護福祉士受験講座2005」＆「社会福祉士
受験講座2005」開講！
●介護福祉士受験講座2005
ツボを押さえた講義と講師執筆の番組完全準拠のサブノート活用で、要
点を素早く理解。実技試験対応の実技編では映像の利点をフル活用。
●社会福祉士受験講座2005
福祉系大学・専門学校生・福祉関連施設従事者の国家試験受験勉強ツ
ールに最適。番組でペースをつかみ、着実に解答力が付きます。

第１回医療経営セミナー
「医療貸付事業の現状と課題」「病院を取り巻く経営環境と医療福祉経営
審査機構」「銀行から見た医療機関の資金調達」病院を取り巻く環境の
変化を多角的な視点から解説します。

●医療福祉チャンネルを見るには―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
「医療福祉チャンネル７７４」は衛星放送スカイパーフェクＴＶ！の774チャンネルでご視聴いただけます。
ご視聴には、スカイパーフェクＴＶ！専用アンテナ＆チューナーをお部屋のテレビにつなぐだけ！
○視聴料･･･月額2,100円（税込）／法人契約：5,250円（税込）
（このほかに、スカイパーフェクＴＶ！加入料･･･2,940円（税込・初回のみ）・スカイパーフェクＴＶ！月額基本料･･･410円（税込）がかかります。）
○IUHW学生、マロニエ会会員、教育後援会会員の皆様は、特別視聴の制度があります。下記までお問合せ下さい。

●テキストのお申し込み・視聴に関するお問い合せは ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
フリーダイヤル 0120-870-774（お客さま係） Eメール info@iryoufukushi.com    ホームページ www.iryoufukushi.com

オープンキャンパスで「模擬授業」を開催


